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沖縄振興税制の延長 並びに沖縄
自動車道の特別割引制度の継続を要請

香港特別行政区設立25周年記念
香港昼食講演会2022を開催！
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沖
縄
県
経
済
団
体
会
議

沖
縄
振
興
税
制
の
延
長 

並
び
に

沖
縄
自
動
車
道
の
特
別
割
引
制
度
の
継
続
を
要
請

要
請
先

要
請
項
目

　
11
月
7
日（
月
）〜
8
日（
火
）に
か
け

て
行
わ
れ
た
要
請
で
は
、令
和
4
年
度
に

適
用
期
限
を
迎
え
る
、1
つ
の
沖
縄
振
興

税
制
の
延
長（
沖
縄
路
線
航
空
燃
料
税
の

軽
減
措
置
）と
沖
縄
自
動
車
道
料
金
の
特

別
割
引
制
度
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
等
に
基
づ
く

航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置
は
、航
空
運

賃
や
輸
送
コ
ス
ト
の
低
廉
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
お
り
、県
民
生
活
の
安
定
は
も

と
よ
り
、観
光
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
振

興
や
離
島
振
興
等
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。沖
縄
自
動
車
道
は
、

沖
縄
本
島
の
南
北
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
高

速
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
民
及

び
観
光
客
の
移
動
や
物
流
の
定
時
・
速
達

性
を
確
保
す
る
道
路
と
し
て
、陸
上
交
通

体
系
の
な
か
で
最
も
重
要
な
役
割
の
一

つ
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
7
日（
月
）に
は
、自
民
党
沖
縄
振

興
調
査
会
に
招
聘
さ
れ
、石
嶺
会
頭
か
ら

今
般
要
請
し
て
い
る
沖
縄
振
興
税
制
及

び
沖
縄
自
動
車
道
の
割
引
継
続
の
必
要

性
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、税
制
調
査
会
で
の
審
議
を
経

て
、年
末
に
は
税
制
改
正
大
綱
が
決
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長
と
沖
縄
自
動

車
道
の
特
別
割
引
制
度
の
継
続
の
実
現

に
向
け
、経
済
界
と
し
て
も
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
11
月
18
日（
金
） 、ホ
テ
ル
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
に
て
、沖
縄
日
本
香
港
協
会(

会
長
：
那

覇
商
工
会
議
所 

石
嶺 

伝
一
郎 

会
頭)

と

香
港
貿
易
発
展
局
の
主
催
に
よ
る
香
港

昼
食
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、感
染
対
策
を
十
分

に
行
っ
た
う
え
で
開
催
さ
れ
、香
港
現
地

の
官
界
や
財
界
関
係
者
、沖
縄
日
本
香
港

協
会
の
会
員
企
業
等
、約
50
名
の
方
々
に

ご
臨
席
い
た
だ
き
、久
々
の
リ
ア
ル
国
際

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、沖
縄
日
本
香
港
協
会
の
石
嶺 

伝
一
郎 

会
長
は
、「
水
際
対
策
が
緩
和
さ

れ
人
材
交
流
が
再
開
し
た
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。中
国
の
特
別
行
政
区
と
し

て 

25
周
年
を
迎
え
た
香
港
は
国
際
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
、貿
易
、金
融
の
ハ
ブ
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
続
け
て
い
る
。香
港

と
沖
縄
の
更
な
る
交
流
・
発
展
に
繋
が
れ

ば
幸
い
に
思
う
。」と
開
会
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、香
港
貿
易
発
展
局
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
ヤ
ウ
日
本
首
席
代
表
に
よ
る
歓
迎

挨
拶
の
後
、香
港
特
別
行
政
区 

駐
東
京
経

済
貿
易
代
表
部
よ
り
ウ
イ
ン
サ
ム
・
ア
ウ

首
席
代
表
代
行
、沖
縄
県
よ
り
松
永 

享 

商
工
労
働
部
長
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

沖
縄
日
本
香
港
協
会
の
國
場 

幸
一 

前
会

長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
挨
拶
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、味
珍
味(

香
港)

有
限
公

司 

フ
ラ
ン
キ
ー
・
ウ
ー
会
長
に
よ
る「
香

港
に
お
け
る
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来

と
沖
縄
の
可
能
性
」と
題
し
て
講
演
を
行

い
、香
港
市
場
に
お
け
る
日
本
食
に
対
す

る
需
要
動
向
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、香
港
貿
易
発
展
局 

大
阪
事
務

● 

菅 

前
内
閣
総
理
大
臣

● 

松
野 

内
閣
官
房
長
官

● 

岡
田 

沖
縄
北
方
担
当
大
臣

● 

斉
藤 

国
土
交
通
大
臣

● 

茂
木 

自
民
党
幹
事
長

● 

遠
藤 

自
民
党
総
務
会
長

● 

萩
生
田 

自
民
党
政
調
会
長

● 

梶
山 

自
民
党
幹
事
長
代
行

● 

甘
利 

自
民
党
税
調
顧
問

● 

額
賀 

自
民
党
税
調
顧
問

● 

宮
沢 

自
民
党
税
調
会
長

● 

西
田 

公
明
党
税
調
会
長

● 

小
渕 

沖
縄
振
興
調
査
会
長

①
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長

（
沖
縄
路
線
航
空
燃
料
税
の
軽
減
措
置
）

②
沖
縄
自
動
車
道
料
金
の
特
別
割
引

   

制
度
の
継
続

　
沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長
：
石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）は
、内
閣
官
房
長
官
、沖

縄
担
当
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
等
に
対
し
、令
和
5
年
度
税
制
改
正（
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長
）並
び
に

沖
縄
自
動
車
道
の
特
別
割
引
制
度
の
継
続
を
要
請
し
ま
し
た
。

香
港
特
別
行
政
区
設
立
25
周
年
記
念

香
港
昼
食
講
演
会
2
0
2
2
を
開
催
！

　
1
9
9
7
年
の
中
国
返
還
か
ら
25
周
年
を
迎
え
新
た
な
発
展
の
段
階
に
入
っ
た
香
港
の
現
状
や

Ｇ
Ｂ
Ａ（
グ
レ
ー
タ
ー・ベ
イ・エ
リ
ア
大
湾
区
構
想
）等
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

菅 義偉 前内閣総理大臣へ要請書手交ご来賓の皆さまとの記念撮影

岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交

石嶺会長による開会挨拶

ベンジャミン・ヤウ氏による
歓迎挨拶

 ウインサム・アウ氏によるご祝辞

フランキー・ウー氏による講演

リッキー・フォン氏による
プレゼンテーション

梶山 弘志 自民党幹事長代行へ要請書手交

宮澤 洋一 自民党税調会長へ要請書手交

所
の
リ
ッ
キ
ー
・
フ
ォ
ン
所
長
よ
り「
香

港
Ｇ
Ｂ
Ａ(
大
湾
区)

の
今
を
知
る
」と
題

し
、最
新
の
香
港
の
経
済
状
況
及
び
香
港

を
取
り
巻
く
広
域
経
済
圏
の
発
展
動
向

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
後
の
中
国
の
経
済
成
長

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
Ｇ
Ｂ
Ａ

は
、香
港
・
マ
カ
オ
・
広
東
9
都
市
の
地
域

発
展
計
画
で
、域
内
人
口
は
8,
6
0
0
万

人
、Ｇ
Ｂ
Ａ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約　
1.7
兆
米
ド
ル

と
な
り
ま
す
。2
0
1
8
年
に
高
速
鉄
道

と
香
港
珠
海
澳
門
大
橋
が
完
成
し
、

2
0
2
4
年
に
は
深
圳
か
ら
中
山
へ
の

バ
イ
パ
ス
が
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る

中
、第
三
滑
走
路
が
完
成
し
た
香
港
国
際

空
港
は
航
空
路
線
の
進
化
や
交
通
の
利

便
性
向
上
と
も
合
わ
さ
り
、香
港
・
Ｇ
Ｂ

Ａ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
さ
ら
な
る
進
化
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
、ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、イ
ン
ベ
ス
ト
香
港(

香
港
投
資

推
進
局)

の
中
田 

武
正 

西
日
本
担
当
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

香
港
で
成
功
し
て
い
る
日
本
企
業
」の
事

例
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、最
後
に
沖
縄

日
本
香
港
協
会
の
下
地 

芳
郎 

副
会
長
の

閉
会
挨
拶
を
経
て
、講
演
会
は
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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し
た
。

　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
等
に
基
づ
く

航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
措
置
は
、航
空
運

賃
や
輸
送
コ
ス
ト
の
低
廉
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
お
り
、県
民
生
活
の
安
定
は
も

と
よ
り
、観
光
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
振

興
や
離
島
振
興
等
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。沖
縄
自
動
車
道
は
、

沖
縄
本
島
の
南
北
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
高

速
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
民
及

び
観
光
客
の
移
動
や
物
流
の
定
時
・
速
達

性
を
確
保
す
る
道
路
と
し
て
、陸
上
交
通

体
系
の
な
か
で
最
も
重
要
な
役
割
の
一

つ
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
7
日（
月
）に
は
、自
民
党
沖
縄
振

興
調
査
会
に
招
聘
さ
れ
、石
嶺
会
頭
か
ら

今
般
要
請
し
て
い
る
沖
縄
振
興
税
制
及

び
沖
縄
自
動
車
道
の
割
引
継
続
の
必
要

性
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、税
制
調
査
会
で
の
審
議
を
経

て
、年
末
に
は
税
制
改
正
大
綱
が
決
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長
と
沖
縄
自
動

車
道
の
特
別
割
引
制
度
の
継
続
の
実
現

に
向
け
、経
済
界
と
し
て
も
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
11
月
18
日（
金
） 、ホ
テ
ル
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
に
て
、沖
縄
日
本
香
港
協
会(

会
長
：
那

覇
商
工
会
議
所 

石
嶺 

伝
一
郎 

会
頭)

と

香
港
貿
易
発
展
局
の
主
催
に
よ
る
香
港

昼
食
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、感
染
対
策
を
十
分

に
行
っ
た
う
え
で
開
催
さ
れ
、香
港
現
地

の
官
界
や
財
界
関
係
者
、沖
縄
日
本
香
港

協
会
の
会
員
企
業
等
、約
50
名
の
方
々
に

ご
臨
席
い
た
だ
き
、久
々
の
リ
ア
ル
国
際

交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
、沖
縄
日
本
香
港
協
会
の
石
嶺 

伝
一
郎 

会
長
は
、「
水
際
対
策
が
緩
和
さ

れ
人
材
交
流
が
再
開
し
た
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。中
国
の
特
別
行
政
区
と
し

て 

25
周
年
を
迎
え
た
香
港
は
国
際
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
、貿
易
、金
融
の
ハ
ブ
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
続
け
て
い
る
。香
港

と
沖
縄
の
更
な
る
交
流
・
発
展
に
繋
が
れ

ば
幸
い
に
思
う
。」と
開
会
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、香
港
貿
易
発
展
局
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
ヤ
ウ
日
本
首
席
代
表
に
よ
る
歓
迎

挨
拶
の
後
、香
港
特
別
行
政
区 

駐
東
京
経

済
貿
易
代
表
部
よ
り
ウ
イ
ン
サ
ム
・
ア
ウ

首
席
代
表
代
行
、沖
縄
県
よ
り
松
永 

享 

商
工
労
働
部
長
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

沖
縄
日
本
香
港
協
会
の
國
場 

幸
一 

前
会

長
に
よ
る
乾
杯
の
ご
挨
拶
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。

　
昼
食
後
に
は
、味
珍
味(

香
港)

有
限
公

司 

フ
ラ
ン
キ
ー
・
ウ
ー
会
長
に
よ
る「
香

港
に
お
け
る
日
本
食
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来

と
沖
縄
の
可
能
性
」と
題
し
て
講
演
を
行

い
、香
港
市
場
に
お
け
る
日
本
食
に
対
す

る
需
要
動
向
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、香
港
貿
易
発
展
局 

大
阪
事
務

● 

菅 

前
内
閣
総
理
大
臣

● 

松
野 

内
閣
官
房
長
官

● 

岡
田 

沖
縄
北
方
担
当
大
臣

● 

斉
藤 

国
土
交
通
大
臣

● 

茂
木 

自
民
党
幹
事
長

● 

遠
藤 

自
民
党
総
務
会
長

● 

萩
生
田 

自
民
党
政
調
会
長

● 

梶
山 

自
民
党
幹
事
長
代
行

● 

甘
利 

自
民
党
税
調
顧
問

● 

額
賀 

自
民
党
税
調
顧
問

● 

宮
沢 

自
民
党
税
調
会
長

● 

西
田 

公
明
党
税
調
会
長

● 

小
渕 

沖
縄
振
興
調
査
会
長

①
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長

（
沖
縄
路
線
航
空
燃
料
税
の
軽
減
措
置
）

②
沖
縄
自
動
車
道
料
金
の
特
別
割
引

   

制
度
の
継
続

　
沖
縄
県
経
済
団
体
会
議（
議
長
：
石
嶺 

伝
一
郎 

那
覇
商
工
会
議
所 

会
頭
）は
、内
閣
官
房
長
官
、沖

縄
担
当
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
等
に
対
し
、令
和
5
年
度
税
制
改
正（
沖
縄
振
興
税
制
の
延
長
）並
び
に

沖
縄
自
動
車
道
の
特
別
割
引
制
度
の
継
続
を
要
請
し
ま
し
た
。

香
港
特
別
行
政
区
設
立
25
周
年
記
念

香
港
昼
食
講
演
会
2
0
2
2
を
開
催
！

　
1
9
9
7
年
の
中
国
返
還
か
ら
25
周
年
を
迎
え
新
た
な
発
展
の
段
階
に
入
っ
た
香
港
の
現
状
や

Ｇ
Ｂ
Ａ（
グ
レ
ー
タ
ー・ベ
イ・エ
リ
ア
大
湾
区
構
想
）等
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

菅 義偉 前内閣総理大臣へ要請書手交ご来賓の皆さまとの記念撮影

岡田 直樹 沖縄担当大臣へ要請書手交

石嶺会長による開会挨拶

ベンジャミン・ヤウ氏による
歓迎挨拶

 ウインサム・アウ氏によるご祝辞

フランキー・ウー氏による講演

リッキー・フォン氏による
プレゼンテーション

梶山 弘志 自民党幹事長代行へ要請書手交

宮澤 洋一 自民党税調会長へ要請書手交

所
の
リ
ッ
キ
ー
・
フ
ォ
ン
所
長
よ
り「
香

港
Ｇ
Ｂ
Ａ(

大
湾
区)

の
今
を
知
る
」と
題

し
、最
新
の
香
港
の
経
済
状
況
及
び
香
港

を
取
り
巻
く
広
域
経
済
圏
の
発
展
動
向

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
後
の
中
国
の
経
済
成
長

に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
Ｇ
Ｂ
Ａ

は
、香
港
・
マ
カ
オ
・
広
東
9
都
市
の
地
域

発
展
計
画
で
、域
内
人
口
は
8,
6
0
0
万

人
、Ｇ
Ｂ
Ａ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約　
1.7
兆
米
ド
ル

と
な
り
ま
す
。2
0
1
8
年
に
高
速
鉄
道

と
香
港
珠
海
澳
門
大
橋
が
完
成
し
、

2
0
2
4
年
に
は
深
圳
か
ら
中
山
へ
の

バ
イ
パ
ス
が
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る

中
、第
三
滑
走
路
が
完
成
し
た
香
港
国
際

空
港
は
航
空
路
線
の
進
化
や
交
通
の
利

便
性
向
上
と
も
合
わ
さ
り
、香
港
・
Ｇ
Ｂ

Ａ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
さ
ら
な
る
進
化
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
、ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、イ
ン
ベ
ス
ト
香
港(

香
港
投
資

推
進
局)

の
中
田 

武
正 

西
日
本
担
当
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

香
港
で
成
功
し
て
い
る
日
本
企
業
」の
事

例
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、最
後
に
沖
縄

日
本
香
港
協
会
の
下
地 

芳
郎 

副
会
長
の

閉
会
挨
拶
を
経
て
、講
演
会
は
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

■周辺環境との関係イメージ

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡
地(那覇市久米2-2-10)で
建設を進めております。
　令和4年10月には地下部
解体工事が終了し、11月に
は本杭打設工事が終了し
ました。現在は基礎コンク
リート打設に取り組んで
います。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告
してまいります。

工事進捗状況報告

基礎コンクリート打設の様子
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那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

■周辺環境との関係イメージ

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡
地(那覇市久米2-2-10)で
建設を進めております。
　令和4年10月には地下部
解体工事が終了し、11月に
は本杭打設工事が終了し
ました。現在は基礎コンク
リート打設に取り組んで
います。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告
してまいります。

工事進捗状況報告

基礎コンクリート打設の様子
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講
師
に
株
式
会
社
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
小
高
将
氏
を
迎

え
、
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
会
計
を
利
用
し
た
会
計
業

務
の
効
率
化
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
会
計

を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の

と
し
て
仕
訳
の
入
力
業
務
を
自
動
化
で
き
る
こ
と
や
、
自
社
の

財
務
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
半
で
は
、
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
会
計

と
連
動
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
（
請
求
書
・
経
費
・
給
与
・

社
会
保
険
・
勤
怠
）
の
紹
介
と
導
入
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
実
際

に
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
掴
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で

は
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
導

入
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
会
員

事
業
所
様
は
マ
ネ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
会
計
の
利

用
料
を
お
得
に
ご
利
用

頂
く
こ
と
が
可
能
で

す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

火/11 811
月
８
日（
火
）に
、「
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
14
日（
月
）「
業
務
効
率
向
上
の
た
め
の
時
間
管
理
」

セ
ミ
ナ
ー
を
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
沖
縄
支
部 

沖
縄
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
受
託
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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水/11 16

向井奈緒氏

英
語
×
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
世
界
へ
発
信
！

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
講
師
は
助
成
金
制
度
推
進
セ
ン
タ
ー
理
事
の
白
石 

健

吾 

氏
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、「
助
成
金
の
基
本
」
な
ら
び
に
「
助
成

金
は
獲
得
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
助
成
金
と
補
助
金
の
違
い
や
、

全
国
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
が
活
用
し
て
い
る
助

成
金
獲
得
事
例
、
助
成
金
申
請
の
流
れ
な
ど
、
助
成
金

に
つ
い
て
参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次
に
よ
く

利
用
さ
れ
て
い
る
2
0
2
2
年
度
注
目
の
助
成
金
の
詳

細
、
活
用
イ
メ
ー
ジ
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
助
成
金
推
進

セ
ン
タ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
特

徴
と
理
想
的
な
助

成
金
活
用
の
実
例

を
挙
げ
て
い
た
だ

き
、「
助
成
金
推

進
セ
ン
タ
ー
の
助

成
金
無
料
診
断
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
」
と
ご
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

月/11 7

白石健吾氏による助成金セミナー

知
っ
て
、活
か
そ
う

助
成
金

11
月
７
日（
月
）ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
て
、「
助
成
金

セ
ミ
ナ
ー
」を
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株

式
会
社
と
共
催
で
開
催
し
、参
加
者
は
29
名
で
し
た
。

月/11 14

講師：島袋十史樹氏　タイムマネジメントのポイント説明

業
務
の
効
率
化
、チ
ー
ム
で

生
産
性
を
高
め
る
！

新
た
な
営
業
ツ
ー
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
飛
躍
さ
せ
よ
う

　
講
師
は
、
プ
ラ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
の
島

袋
十
史
樹
氏
が
務
め
ら
れ
、
参
加
者
は
15
名
で
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
限
の
成
果
を
上

げ
る
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
を
め
ざ
し
、業
務
の
効
率
化
・

ス
ピ
ー
ド
化
を
促
進
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

知
識
を
習
得
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
、「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
」
と

「
時
間
管
理
と
業

務
効
率
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
学
を

び
、
タ
イ
プ
別
の

特
徴
や
想
定
し
た

相
手
の
タ
イ
プ
を

踏
ま
え
た
効
率
的

な
対
処
方
法
、
仕

事
の
進
め
方
を
分

析
す
る
こ
と
で
仕

事
が
進
ま
な
い
原

因
を
取
り
除
く
手
法

を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

11
月
16
日（
水
）沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館
八
汐
荘
に
て「
英
語

×

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」（
外
国
語
人
材
育
成
事

業
）を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
て
開
催
し
、会
場・オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

月/11 21

セミナーの様子

S
N
S
の
効
果
的
な
運
用
方
法
を
専
門
家
か
ら
学
ぶ
！

S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
開
催

11
月
21
日（
月
）、沖
縄
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て「
S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

火/11 15

売
れ
る
！
E
C
・
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
＆
商
品
企
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11
月
15
日（
火
）に
、「
売
れ
る
！
E
C・ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
＆
商
品
企
画
セ
ミ
ナ
ー
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

月/11 21

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11
月
21
日（
月
）に「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
、東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
と
共
催
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
合
同
会
社
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ワ
ン
代
表
の
小
澤
富
士
男
氏
を
迎
え
、

E
C
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
売
れ
る
戦
略
や
商
品
企
画
に
つ
い
て
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

　
出
品
す
る
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
商
品
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
や
、
出

店
先
を
大
手
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
ま
た
は
自
社
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
す
る
か
に

よ
っ
て
異
な
る
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
E
C
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
特
徴

を
踏
ま
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
企
画
シ
ー
ト

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
見
逃
し
動
画
の
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
視
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
那
覇
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
講
師
は
ス
マ
イ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
オ
フ
ィ
ス
代
表 

向
井
奈

緒
氏
に
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
円
安
も
相
ま
っ
て
復
活
が
予
想
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
と
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

を
具
体
的
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
英
語
学
習
法
や
学
習

を
継
続
す
る
コ
ツ
等
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー

中
盤
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
疑
問
点
を
解
消
し
参
加
者
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
終
始
明
る
く
活
気
に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、

大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
で
参
考
に
な
っ
た
。
早
速
実
践
し
た
い
。

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
C
A
N
A
U
合
同
会
社 

代
表 

堀
家 

氏
と
株
式
会
社
カ
ラ
フ
ル
オ
キ
ナ
ワ 

代
表
取
締
役 

須
藤 

氏
を
招
き
、
集
客
に
つ
な
が
る
S
N
S
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
対
談
形

式
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。
会
場
・
オ

ン
ラ
イ
ン
と
も
に
約
50
名
の
事
業
者
が
参
加
し
、
S
N
S
ツ
ー
ル
に
よ
る
集
客
に
つ
い
て
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
か
ら
「
S
N
S
ツ
ー
ル
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
お
客
様
立
場

に
立
っ
て
投
稿
す
る
こ
と
が
重
要
。
共
感
を
生
ん
で
フ
ァ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
集
客
に

つ
な
が
る
」
と
投
稿
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例
を
用
い
な
が
ら
解
説
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ト
ー
ク
形
式
で
S
N
S
の
運
用
方
法
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
」「
S
N
S
の
特
徴
な
ど
が
理
解
で
き
、自
社
で
活
用
で
き
る
方
法
が
分
か
っ

た
」
な
ど
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
売
上
ア
ッ
プ
・
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
、
ご
相
談
は
那
覇
商
工
会
議
所 

中
小
企
業
相
談
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
講
師
に
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
の
中
村
郁
雄
氏
を
迎
え
、
B
C
P 

の

必
要
性
と
事
業
継
続
力
強
化
計
画
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
認
定
企
業
の
好
事
例
と
と
も
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
万
が
一
の

備
え
の
た
め
に
商
工
団
体
の
有
利
な
制
度
な
ど
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ご
紹
介
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
大
地
震
、
集
中
豪
雨
や
洪
水
等
の
水

害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
あ
ら
か
じ
め

緊
急
時
に
行
う
べ
き
行
動
や
、
緊
急
時
に
備
え
て
平
常
時
に
行
う
べ
き
行
動
を
整
理

し
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
策
定
・
運
用
が
事
業
継
続
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
支
援
を
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オンラインセミナーの様子

オンラインセミナーの様子

オンラインセミナーの様子

TOPICS那覇商工会議所
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講
師
に
株
式
会
社
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
小
高
将
氏
を
迎

え
、
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
会
計
を
利
用
し
た
会
計
業

務
の
効
率
化
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
会
計

を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の

と
し
て
仕
訳
の
入
力
業
務
を
自
動
化
で
き
る
こ
と
や
、
自
社
の

財
務
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
半
で
は
、
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
会
計

と
連
動
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
（
請
求
書
・
経
費
・
給
与
・

社
会
保
険
・
勤
怠
）
の
紹
介
と
導
入
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
実
際

に
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
掴
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で

は
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
導

入
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
会
員

事
業
所
様
は
マ
ネ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
会
計
の
利

用
料
を
お
得
に
ご
利
用

頂
く
こ
と
が
可
能
で

す
。
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

火/11 811
月
８
日（
火
）に
、「
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
14
日（
月
）「
業
務
効
率
向
上
の
た
め
の
時
間
管
理
」

セ
ミ
ナ
ー
を
、（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
沖
縄
支
部 

沖
縄
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
受
託
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

水/11 16

向井奈緒氏

英
語
×
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
世
界
へ
発
信
！

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
講
師
は
助
成
金
制
度
推
進
セ
ン
タ
ー
理
事
の
白
石 

健

吾 

氏
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、「
助
成
金
の
基
本
」
な
ら
び
に
「
助
成

金
は
獲
得
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
助
成
金
と
補
助
金
の
違
い
や
、

全
国
の
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
が
活
用
し
て
い
る
助

成
金
獲
得
事
例
、
助
成
金
申
請
の
流
れ
な
ど
、
助
成
金

に
つ
い
て
参
加
者
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次
に
よ
く

利
用
さ
れ
て
い
る
2
0
2
2
年
度
注
目
の
助
成
金
の
詳

細
、
活
用
イ
メ
ー
ジ
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
助
成
金
推
進

セ
ン
タ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
特

徴
と
理
想
的
な
助

成
金
活
用
の
実
例

を
挙
げ
て
い
た
だ

き
、「
助
成
金
推

進
セ
ン
タ
ー
の
助

成
金
無
料
診
断
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
」
と
ご
紹
介

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

月/11 7

白石健吾氏による助成金セミナー

知
っ
て
、活
か
そ
う

助
成
金

11
月
７
日（
月
）ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
て
、「
助
成
金

セ
ミ
ナ
ー
」を
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株

式
会
社
と
共
催
で
開
催
し
、参
加
者
は
29
名
で
し
た
。

月/11 14

講師：島袋十史樹氏　タイムマネジメントのポイント説明

業
務
の
効
率
化
、チ
ー
ム
で

生
産
性
を
高
め
る
！

新
た
な
営
業
ツ
ー
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
飛
躍
さ
せ
よ
う

　
講
師
は
、
プ
ラ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
の
島

袋
十
史
樹
氏
が
務
め
ら
れ
、
参
加
者
は
15
名
で
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
限
の
成
果
を
上

げ
る
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
を
め
ざ
し
、業
務
の
効
率
化
・

ス
ピ
ー
ド
化
を
促
進
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
の

知
識
を
習
得
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
、「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
手
法
」
と

「
時
間
管
理
と
業

務
効
率
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
学
を

び
、
タ
イ
プ
別
の

特
徴
や
想
定
し
た

相
手
の
タ
イ
プ
を

踏
ま
え
た
効
率
的

な
対
処
方
法
、
仕

事
の
進
め
方
を
分

析
す
る
こ
と
で
仕

事
が
進
ま
な
い
原

因
を
取
り
除
く
手
法

を
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

11
月
16
日（
水
）沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館
八
汐
荘
に
て「
英
語

×

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
セ
ミ
ナ
ー
」（
外
国
語
人
材
育
成
事

業
）を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
て
開
催
し
、会
場・オ
ン
ラ
イ
ン
合

わ
せ
て
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

月/11 21

セミナーの様子

S
N
S
の
効
果
的
な
運
用
方
法
を
専
門
家
か
ら
学
ぶ
！

S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
開
催

11
月
21
日（
月
）、沖
縄
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て「
S
N
S
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

火/11 15

売
れ
る
！
E
C
・
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
＆
商
品
企
画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11
月
15
日（
火
）に
、「
売
れ
る
！
E
C・ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
＆
商
品
企
画
セ
ミ
ナ
ー
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

月/11 21

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

11
月
21
日（
月
）に「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
、東
京
海

上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
と
共
催
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
合
同
会
社
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ワ
ン
代
表
の
小
澤
富
士
男
氏
を
迎
え
、

E
C
・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
売
れ
る
戦
略
や
商
品
企
画
に
つ
い
て
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

　
出
品
す
る
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
商
品
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
や
、
出

店
先
を
大
手
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
ま
た
は
自
社
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
す
る
か
に

よ
っ
て
異
な
る
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
E
C
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
特
徴

を
踏
ま
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
企
画
シ
ー
ト

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
、
ミ
ニ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
見
逃
し
動
画
の
配
信
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
視
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
那
覇
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
講
師
は
ス
マ
イ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
オ
フ
ィ
ス
代
表 

向
井
奈

緒
氏
に
務
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
円
安
も
相
ま
っ
て
復
活
が
予
想
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性
と
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

を
具
体
的
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
英
語
学
習
法
や
学
習

を
継
続
す
る
コ
ツ
等
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー

中
盤
の
質
疑
応
答
を
通
し
て
疑
問
点
を
解
消
し
参
加
者
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
終
始
明
る
く
活
気
に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、

大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
で
参
考
に
な
っ
た
。
早
速
実
践
し
た
い
。

と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
C
A
N
A
U
合
同
会
社 

代
表 

堀
家 

氏
と
株
式
会
社
カ
ラ
フ
ル
オ
キ
ナ
ワ 

代
表
取
締
役 

須
藤 

氏
を
招
き
、
集
客
に
つ
な
が
る
S
N
S
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
対
談
形

式
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。
会
場
・
オ

ン
ラ
イ
ン
と
も
に
約
50
名
の
事
業
者
が
参
加
し
、
S
N
S
ツ
ー
ル
に
よ
る
集
客
に
つ
い
て
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
か
ら
「
S
N
S
ツ
ー
ル
の
特
徴
を
理
解
し
た
う
え
で
お
客
様
立
場

に
立
っ
て
投
稿
す
る
こ
と
が
重
要
。
共
感
を
生
ん
で
フ
ァ
ン
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
集
客
に

つ
な
が
る
」
と
投
稿
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例
を
用
い
な
が
ら
解
説
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ト
ー
ク
形
式
で
S
N
S
の
運
用
方
法
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
」「
S
N
S
の
特
徴
な
ど
が
理
解
で
き
、自
社
で
活
用
で
き
る
方
法
が
分
か
っ

た
」
な
ど
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
売
上
ア
ッ
プ
・
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
、
ご
相
談
は
那
覇
商
工
会
議
所 

中
小
企
業
相
談
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
講
師
に
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
の
中
村
郁
雄
氏
を
迎
え
、
B
C
P 

の

必
要
性
と
事
業
継
続
力
強
化
計
画
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
認
定
企
業
の
好
事
例
と
と
も
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
万
が
一
の

備
え
の
た
め
に
商
工
団
体
の
有
利
な
制
度
な
ど
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ご
紹
介
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
大
地
震
、
集
中
豪
雨
や
洪
水
等
の
水

害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
あ
ら
か
じ
め

緊
急
時
に
行
う
べ
き
行
動
や
、
緊
急
時
に
備
え
て
平
常
時
に
行
う
べ
き
行
動
を
整
理

し
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の
策
定
・
運
用
が
事
業
継
続
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
支
援
を
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オンラインセミナーの様子

オンラインセミナーの様子

オンラインセミナーの様子

TOPICS那覇商工会議所
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11
月
28
日（
月
）〜
29（
火
）の
２
日
間
に
渡
り
、「
2
0
2
2
年
度
商
工
会
議

所
観
光
推
進
研
修
会
in
那
覇
」を
開
催
し
ま
し
た
。

月/11 28 火29～

研修会の様子

商
工
会
議
所
観
光
連
絡
担
当
者
の

連
携
を
深
め
る

「
2
0
2
2
年
度
商
工
会
議
所
観
光
推
進
研
修
会
in
那
覇
」を

開
催
し
ま
し
た

　
本
研
修
会
は
、
各
地
商
工
会
議
所
の
観
光
連
絡
担
当
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

担
当
者
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
研
修
会
で
は
、講
師
と
し
て
、（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

理
事
・
観
光
政
策

研
究
部
長
／
主
席
研
究
員 

山
田 

雄
一 

氏
と
（
一
財
）
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー 

事
務
局
長 

目
島 

憲
弘 

氏
を
お
招
き
し
、
九
州
や
沖
縄
の
観
光
戦
略

等
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。講
師
か
ら
は
、
持
続
的
な
地
域
観
光
の
振
興
に
向

け
て
、
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
社
会
へ
の
転
換
や
、
顧
客
が
価
値
や
評
価
を
決

め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、モ
ノ
と
サ
ー

ビ
ス
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
包
括
的
に

と
ら
え
た
う
え
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
説
明
し
、今
後
の
観

光
戦
略
の
あ
り
方
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
視
察
会
で
は
、那
覇
市
内
の

酒
造
会
社
と
、現
在
復
興
に
向
け
て
再
建

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
首
里
城
の
視

察
を
お
こ
な
い
、取
り
組
み
や
現
状
を
把

握
し
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
商
工
会
議
所
で
は
、各
地
観
光
産
業
の

振
興
の
た
め
、観
光
連
絡
担
当
者
を
中
心

に
、今
後
と
も
観
光
推
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

登録予定されている事業者の方へ
令和5年10月から消費税インボイス制度が始まります。

※制度開始時にインボイス発行事業者となるためには、原則として、令和5年3月31日までに登録申請を行う必要が有ります。

税務署での説明会やオンラインでの
説明会をご案内しております。

「e-Taxソフト（WEB版）」、をご利用いただくと、
質問に回答していくことで申請が可能です。

登録申請手続は、

e-Tax で申請した場合、
電子データで登録通知の受領が可能です。

※e-Tax のご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

個人事業者の方はスマートフォンからでも
e-Tax で申請できます。

制度について詳しくお知りになりたい方は、
国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）の
「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。

制度の解説動画
AIを活用したチャットポット
軽減・インボイスコールセンター
などをご案内しております。

説明会ページへ

特設サイトへ

登録申請はお早めに！

説明会を開催中

消費税
インボイス
制度

1
2
3

☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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11
月
28
日（
月
）〜
29（
火
）の
２
日
間
に
渡
り
、「
2
0
2
2
年
度
商
工
会
議

所
観
光
推
進
研
修
会
in
那
覇
」を
開
催
し
ま
し
た
。

月/11 28 火29～

研修会の様子

商
工
会
議
所
観
光
連
絡
担
当
者
の

連
携
を
深
め
る

「
2
0
2
2
年
度
商
工
会
議
所
観
光
推
進
研
修
会
in
那
覇
」を

開
催
し
ま
し
た

　
本
研
修
会
は
、
各
地
商
工
会
議
所
の
観
光
連
絡
担
当
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

担
当
者
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
研
修
会
で
は
、講
師
と
し
て
、（
公
財
）日
本
交
通
公
社 

理
事
・
観
光
政
策

研
究
部
長
／
主
席
研
究
員 

山
田 

雄
一 

氏
と
（
一
財
）
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー 

事
務
局
長 

目
島 

憲
弘 

氏
を
お
招
き
し
、
九
州
や
沖
縄
の
観
光
戦
略

等
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。講
師
か
ら
は
、
持
続
的
な
地
域
観
光
の
振
興
に
向

け
て
、
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
社
会
へ
の
転
換
や
、
顧
客
が
価
値
や
評
価
を
決

め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、モ
ノ
と
サ
ー

ビ
ス
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
包
括
的
に

と
ら
え
た
う
え
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
説
明
し
、今
後
の
観

光
戦
略
の
あ
り
方
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
視
察
会
で
は
、那
覇
市
内
の

酒
造
会
社
と
、現
在
復
興
に
向
け
て
再
建

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
首
里
城
の
視

察
を
お
こ
な
い
、取
り
組
み
や
現
状
を
把

握
し
見
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
商
工
会
議
所
で
は
、各
地
観
光
産
業
の

振
興
の
た
め
、観
光
連
絡
担
当
者
を
中
心

に
、今
後
と
も
観
光
推
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

登録予定されている事業者の方へ
令和5年10月から消費税インボイス制度が始まります。

※制度開始時にインボイス発行事業者となるためには、原則として、令和5年3月31日までに登録申請を行う必要が有ります。

税務署での説明会やオンラインでの
説明会をご案内しております。

「e-Taxソフト（WEB版）」、をご利用いただくと、
質問に回答していくことで申請が可能です。

登録申請手続は、

e-Tax で申請した場合、
電子データで登録通知の受領が可能です。

※e-Tax のご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。

個人事業者の方はスマートフォンからでも
e-Tax で申請できます。

制度について詳しくお知りになりたい方は、
国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）の
「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。

制度の解説動画
AIを活用したチャットポット
軽減・インボイスコールセンター
などをご案内しております。

説明会ページへ

特設サイトへ

登録申請はお早めに！

説明会を開催中

消費税
インボイス
制度

1
2
3

☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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からだ元気治療院 林君による講演グループディスカッション

会長挨拶

開会宣言

株式会社コーカス 緒方氏による講演

令
和
４
年
度
11
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

11
月
９
日（
水
）那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル
に
て

ビ
ジ
ネ
スZEN

SHIN

委
員
会
に
よ
る
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

緒
方 

恭
介
氏
（
以
下 

緒
方
氏
）
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
コ
ー
カ
ス
は
首

里
石
鹸
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ス
メ
用
品
の
物

販
販
売
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
を
主
軸
に
保

育
事
業
な
ど
も
展
開
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
に
お
い
て
も
売
り
上
げ
や
人
員
数
を
伸
ば

し
て
い
る
企
業
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
業
績
が
悪
化
す
る

中
で
緒
方
氏
が
最
初
に
行
っ
た
こ
と
は
、
今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
『
倒
産
』
と
い
う
最
悪
の
ケ
ー

ス
も
想
定
し
た
５
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
、

全
従
業
員
に
共
有
し
た
こ
と
で
す
。
予
算
案
を

全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、
店
舗
の
撤
退
な
ど
を
含

め
従
業
員
と
最
適
な
シ
ナ
リ
オ
を
話
し
合
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
『
沖
縄
に
来
た
観
光

客
』
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
物
販
を
行
っ
て
き
た
方

針
を
変
え
て
県
外
へ
の
物
販
に
果
敢
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
19
か
月
間
に
県
外
15
か
所
で
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
出
店
を
実
施
。
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
14
万

で
し
た
が
県
外
５
店
舗
の
出
店
に
繋
が
り
、
県

外
で
首
里
石
鹸
を
知
っ
た
人
が
沖
縄
の
店
舗
に

も
来
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
緒
方
氏
は
「
沖
縄
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
な

く
、
調
子
の
良
い
ま
ま
だ
っ
た
ら
今
回
の
挑
戦

は
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
振
り
返
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
講
演
を
行
っ
た
の
は
那
覇
Y
E
G
会

員
で
も
あ
る 

か
ら
だ
元
気
治
療
院 

代
表
の
林 

秀
一
君(

以
下
林
君)

。「
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
Y
E
G

の
活
用
法
」に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
か
ら
だ
元
気
治
療
院
は
開
業
１
年
半
で
県
内

業
界
最
大
手
に
成
長
し
、
５
年
で
売
り
上
げ
を

10
倍
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
林
君
は
講
演
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

Y
E
G
の
活
用
法
は
業

務
ご
と
の
主
戦
場
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
地

域
密
着
型
で
Y
E
G
世

代
以
下
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
産
業
は
単
会
活
動
重

視
で
、
観
光
産
業
、
全

国
発
売
を
し
た
い
メ
ー

カ
ー
、
代
理
店
事
業
は

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
や
日
本

Y
E
G
へ
の
出
向
重
視

で
活
動
す
る
方
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
が
る
と
実
感

し
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
林
君
は
日
本

Y
E
G
に
出
向
す
る
こ

と
で
全
国
の
Y
E
G
か

信
頼
を
得
る
事
に
成
功

し
、
過
去
に
日
本

Y
E
G
に
出
向
経
験
が

あ
る
人
か
ら
「
が
ん
ば

れ
、
若
者
」
と
い
う
感

覚
で
見
て
も
ら
え
る
事

に
成
功
し
た
と
述
べ
て

お
り
ま
し
た
。
更
に
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
年
連
続
で
入
賞
し
、
年
を
追
う
ご
と
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
終
了
後
に
は
出
席
し
て
い
た
那
覇

Y
E
G
会
員
同
士
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
議
題
を
も
と
に

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
用
意
さ
れ
た
議
題
は

①
観
光
業
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
で

　き
な
い
か
、

②
飲
食
に
よ
っ
て
出
る
廃
棄
物
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

　で
き
な
い
か
、

③
栄
町
の
活
性
化（
夜
の
飲
食
店
は
賑
わ
っ
て
い

　る
が
昼
時
は
寂
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
）の

　３
つ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
、③
の
栄
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は「
沖
縄

ブ
ラ
ン
ド
の
新
し
い
商
品
を
売
り
出
す
に
は
良

い
場
所
な
の
で
は
な
い
か
」、「
中
華
街
の
よ
う

な
雰
囲
気
に
す
れ
ば
中
国
の
観
光
客
が
訪
れ
る

の
で
は
」、「
夜
の
飲
食
店
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
に
し
て
人
の
出
入
り
を
増
や
す
と
活
性

化
す
る
の
で
は
な
い
か
」な
ど
の
意
見
が
出
て

お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
謝
辞
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
今
日

講
演
に
立
っ
た
皆
様
は
輝
か
し
く
見
え
る
が
そ

の
裏
に
は
苦
し
い
時
代
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
と

改
め
て
感
じ
た
。
那
覇
Y
E
G
に
は
苦
し
い
思

い
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
居
る
が
、
今
は
苦

し
い
け
れ
ど
も
そ
の
先
に
あ
る
未
来
を
見
据
え

て
勇
気
づ
け
ら
れ
る
経
験
談
を
お
話
い
た
だ
け

た
事
を
嬉
し
く
感
じ
る
」
と
今
回
の
講
演
に
つ

い
て
の
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
状
況
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
」
と

い
う
想
い
の
詰
ま
っ
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
定
例
の
部
は
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会

の
仲
原 
和
香
乃
君
の
司
会
進
行
の
も
と
、
小

橋
川
副
会
長
の
開
会
宣
言
と
Y
E
G
宣
言
で
ス

タ
ー
ト
し
、
「
伸
び
ゆ
く
大
地
」
の
斉
唱
、
宮

里 

真
作
君
に
よ
る
綱
領
朗
読
・
指
針
唱
和
と

続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
今
月

は
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
に
よ
る
『
今

こ
そ
、
発
送
の
転
換
を
興
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
渦
を

起
こ
せ
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
事
業
が
開
催
さ

れ
る
。
今
、
円
安
や
原
油
高
で
我
々
が
経
営
す

る
中
で
非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
そ
の
中

で
も
県
外
へ
進
出
し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

い
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
講
師
が
来
て
い
る
の

で
一
つ
で
も
自
企
業
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
個
人

の
成
長
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
、
今
回
の
定
例
会
へ
の
期
待
の
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
定
例
会
は
万
田
直
前
会
長
に
よ
る
挨
拶
、
下

地
顧
問
に
よ
る
挨
拶
、
各
報
告
事
項
へ
と
続

き
、
新
入
会
員
認
証
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
今
回
の
新
入
会
員
は
株
式
会
社
オ
キ

ジ
ム
の
橋
本 

翔
太
君
、
株
式
会
社
リ
ゾ
バ
ー
ス

の
久
貝 

賢
吾
君
、
居
酒
屋
ぼ
ー
ち
ら
の
中
里 

信
宏
君
、
株
式
会
社M

uffi
n Top

の
幾
見 

優
子

君
の
４
名
で
す
。
現
場
で
は
久
貝
君
と
幾
見
君

が
新
入
会
委
員
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
事
業
の
部
が
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
幸
喜 

理
君
の
司
会
進
行
の
も
と
始
ま

り
ま
し
た
。
「
今
こ
そ
、
発
想
の
転
換
を
興
し

ビ
ジ
ネ
ス
の
渦
を
巻
き
起
こ
せ
」
と
銘
打
た
れ

た
今
回
の
事
業
。
趣
旨
説
明
・
挨
拶
に
立
っ
た

ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
照
屋
委
員
長

は
「
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
何
十
年
何
百
年
の
未

来
を
誰
も
保
障
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
置
い
て
誰
も
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
未
来
の
希
望
に
変

え
て
日
頃
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
昇
華
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
発
想
の
転
換
を
学
べ
る
事
業
に
し
て

い
き
た
い
」
と
、
今
回
の
事
業
へ
の
想
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
株
式
会
社
コ
ー
カ
ス
の
代
表
取
締
役 

”

　
毎
年
県
内
４
つ
の
Y
E
G
単
会
が
持
ち
回
り

で
主
幹
を
務
め
る
交
流
事
業
。
那
覇
Y
E
G
が

主
幹
と
な
っ
て
開
催
し
た
今
年
の
交
流
事
業
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
し
た
。

　
こ
の
日
の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
に
は
『
ス
ポ
ー
ツ

に
適
し
た
動
き
や
す
い
服
装
』
と
案
内
さ
れ
て

い
て
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
那
覇
Y
E
G
の

公
式
野
球
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
参
加
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
も
居
て
『
こ
の
日
を
楽
し
む
』
と
い
う

気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

沖
縄
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
　

交
流
事
業
が
那
覇
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
県
内
４
単
会
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
と
な
っ
て

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
今
回
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。「
も
っ
と
声
出
し
て
い
こ
う
！
」、「
ナ
イ

ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
！
」、「
脚
が
痛
い…

」な
ど
楽

し
そ
う
な
声
が
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

　
リ
ー
グ
戦
の
最
後
は
那
覇
Y
E
G
と
宮
古

Y
E
G
が
全
勝
チ
ー
ム
と
し
て
優
勝
決
定
戦

へ
。
試
合
は
相
互
に
逆
転
し
合
う
壮
絶
な
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
は
３
｜

４
で
宮
古
Y
E
G
が
５
回
裏
サ
ヨ
ナ
ラ
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
参
加
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
切
り
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
く

交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
レ

ス
ト
ラ
ン
のBistro 

YO
SH
IH
IKO

に
て
美

味
し
い
お
酒
を
。
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

11
月
19
日（
土
）沖
縄
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
交
流
事
業
が

漫
湖
公
園
多
目
的
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖縄県商工会議所青年部連合会 集合

那覇YEG vs 宮古YEG

楽しそうな那覇YEG会員

懇親会

ソフトボールによる交流会
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令
和
４
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

2022年月号 第317号

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

NAHA CCI NEWS No.835 1213 NAHA CCI NEWS No.835

からだ元気治療院 林君による講演グループディスカッション

会長挨拶

開会宣言

株式会社コーカス 緒方氏による講演

令
和
４
年
度
11
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

11
月
９
日（
水
）那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン
ブ
ス
館
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル
に
て

ビ
ジ
ネ
スZEN

SHIN

委
員
会
に
よ
る
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

緒
方 

恭
介
氏
（
以
下 

緒
方
氏
）
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
コ
ー
カ
ス
は
首

里
石
鹸
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ス
メ
用
品
の
物

販
販
売
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
を
主
軸
に
保

育
事
業
な
ど
も
展
開
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
に
お
い
て
も
売
り
上
げ
や
人
員
数
を
伸
ば

し
て
い
る
企
業
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
業
績
が
悪
化
す
る

中
で
緒
方
氏
が
最
初
に
行
っ
た
こ
と
は
、
今
後

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
『
倒
産
』
と
い
う
最
悪
の
ケ
ー

ス
も
想
定
し
た
５
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
、

全
従
業
員
に
共
有
し
た
こ
と
で
す
。
予
算
案
を

全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、
店
舗
の
撤
退
な
ど
を
含

め
従
業
員
と
最
適
な
シ
ナ
リ
オ
を
話
し
合
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
『
沖
縄
に
来
た
観
光

客
』
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
物
販
を
行
っ
て
き
た
方

針
を
変
え
て
県
外
へ
の
物
販
に
果
敢
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
19
か
月
間
に
県
外
15
か
所
で
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
出
店
を
実
施
。
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
14
万

で
し
た
が
県
外
５
店
舗
の
出
店
に
繋
が
り
、
県

外
で
首
里
石
鹸
を
知
っ
た
人
が
沖
縄
の
店
舗
に

も
来
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
緒
方
氏
は
「
沖
縄
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
な

く
、
調
子
の
良
い
ま
ま
だ
っ
た
ら
今
回
の
挑
戦

は
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
振
り
返
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
講
演
を
行
っ
た
の
は
那
覇
Y
E
G
会

員
で
も
あ
る 

か
ら
だ
元
気
治
療
院 

代
表
の
林 

秀
一
君(
以
下
林
君)

。「
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
Y
E
G

の
活
用
法
」に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
か
ら
だ
元
気
治
療
院
は
開
業
１
年
半
で
県
内

業
界
最
大
手
に
成
長
し
、
５
年
で
売
り
上
げ
を

10
倍
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
林
君
は
講
演
の
中
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

Y
E
G
の
活
用
法
は
業

務
ご
と
の
主
戦
場
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。
地

域
密
着
型
で
Y
E
G
世

代
以
下
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
産
業
は
単
会
活
動
重

視
で
、
観
光
産
業
、
全

国
発
売
を
し
た
い
メ
ー

カ
ー
、
代
理
店
事
業
は

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
や
日
本

Y
E
G
へ
の
出
向
重
視

で
活
動
す
る
方
が
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
が
る
と
実
感

し
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
林
君
は
日
本

Y
E
G
に
出
向
す
る
こ

と
で
全
国
の
Y
E
G
か

信
頼
を
得
る
事
に
成
功

し
、
過
去
に
日
本

Y
E
G
に
出
向
経
験
が

あ
る
人
か
ら
「
が
ん
ば

れ
、
若
者
」
と
い
う
感

覚
で
見
て
も
ら
え
る
事

に
成
功
し
た
と
述
べ
て

お
り
ま
し
た
。
更
に
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
年
連
続
で
入
賞
し
、
年
を
追
う
ご
と
に

イ
ン
パ
ク
ト
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
終
了
後
に
は
出
席
し
て
い
た
那
覇

Y
E
G
会
員
同
士
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
議
題
を
も
と
に

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
用
意
さ
れ
た
議
題
は

①
観
光
業
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
で

　き
な
い
か
、

②
飲
食
に
よ
っ
て
出
る
廃
棄
物
を
ビ
ジ
ネ
ス
に

　で
き
な
い
か
、

③
栄
町
の
活
性
化（
夜
の
飲
食
店
は
賑
わ
っ
て
い

　る
が
昼
時
は
寂
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
）の

　３
つ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
、③
の
栄
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
は「
沖
縄

ブ
ラ
ン
ド
の
新
し
い
商
品
を
売
り
出
す
に
は
良

い
場
所
な
の
で
は
な
い
か
」、「
中
華
街
の
よ
う

な
雰
囲
気
に
す
れ
ば
中
国
の
観
光
客
が
訪
れ
る

の
で
は
」、「
夜
の
飲
食
店
を
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
に
し
て
人
の
出
入
り
を
増
や
す
と
活
性

化
す
る
の
で
は
な
い
か
」な
ど
の
意
見
が
出
て

お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
謝
辞
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
今
日

講
演
に
立
っ
た
皆
様
は
輝
か
し
く
見
え
る
が
そ

の
裏
に
は
苦
し
い
時
代
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
と

改
め
て
感
じ
た
。
那
覇
Y
E
G
に
は
苦
し
い
思

い
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
居
る
が
、
今
は
苦

し
い
け
れ
ど
も
そ
の
先
に
あ
る
未
来
を
見
据
え

て
勇
気
づ
け
ら
れ
る
経
験
談
を
お
話
い
た
だ
け

た
事
を
嬉
し
く
感
じ
る
」
と
今
回
の
講
演
に
つ

い
て
の
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
状
況
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
」
と

い
う
想
い
の
詰
ま
っ
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
定
例
の
部
は
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会

の
仲
原 

和
香
乃
君
の
司
会
進
行
の
も
と
、
小

橋
川
副
会
長
の
開
会
宣
言
と
Y
E
G
宣
言
で
ス

タ
ー
ト
し
、
「
伸
び
ゆ
く
大
地
」
の
斉
唱
、
宮

里 

真
作
君
に
よ
る
綱
領
朗
読
・
指
針
唱
和
と

続
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は
「
今
月

は
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
に
よ
る
『
今

こ
そ
、
発
送
の
転
換
を
興
し
ビ
ジ
ネ
ス
の
渦
を

起
こ
せ
！
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
事
業
が
開
催
さ

れ
る
。
今
、
円
安
や
原
油
高
で
我
々
が
経
営
す

る
中
で
非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。
そ
の
中

で
も
県
外
へ
進
出
し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て

い
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
講
師
が
来
て
い
る
の

で
一
つ
で
も
自
企
業
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
個
人

の
成
長
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
、
今
回
の
定
例
会
へ
の
期
待
の
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
定
例
会
は
万
田
直
前
会
長
に
よ
る
挨
拶
、
下

地
顧
問
に
よ
る
挨
拶
、
各
報
告
事
項
へ
と
続

き
、
新
入
会
員
認
証
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
今
回
の
新
入
会
員
は
株
式
会
社
オ
キ

ジ
ム
の
橋
本 

翔
太
君
、
株
式
会
社
リ
ゾ
バ
ー
ス

の
久
貝 

賢
吾
君
、
居
酒
屋
ぼ
ー
ち
ら
の
中
里 

信
宏
君
、
株
式
会
社M

uffi
n Top

の
幾
見 

優
子

君
の
４
名
で
す
。
現
場
で
は
久
貝
君
と
幾
見
君

が
新
入
会
委
員
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
事
業
の
部
が
ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
幸
喜 

理
君
の
司
会
進
行
の
も
と
始
ま

り
ま
し
た
。
「
今
こ
そ
、
発
想
の
転
換
を
興
し

ビ
ジ
ネ
ス
の
渦
を
巻
き
起
こ
せ
」
と
銘
打
た
れ

た
今
回
の
事
業
。
趣
旨
説
明
・
挨
拶
に
立
っ
た

ビ
ジ
ネ
スZEN

SH
IN

委
員
会
の
照
屋
委
員
長

は
「
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
何
十
年
何
百
年
の
未

来
を
誰
も
保
障
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
置
い
て
誰
も
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
未
来
の
希
望
に
変

え
て
日
頃
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
昇
華
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
発
想
の
転
換
を
学
べ
る
事
業
に
し
て

い
き
た
い
」
と
、
今
回
の
事
業
へ
の
想
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
株
式
会
社
コ
ー
カ
ス
の
代
表
取
締
役 

”

　
毎
年
県
内
４
つ
の
Y
E
G
単
会
が
持
ち
回
り

で
主
幹
を
務
め
る
交
流
事
業
。
那
覇
Y
E
G
が

主
幹
と
な
っ
て
開
催
し
た
今
年
の
交
流
事
業
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
し
た
。

　
こ
の
日
の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
に
は
『
ス
ポ
ー
ツ

に
適
し
た
動
き
や
す
い
服
装
』
と
案
内
さ
れ
て

い
て
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
那
覇
Y
E
G
の

公
式
野
球
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
参
加
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
も
居
て
『
こ
の
日
を
楽
し
む
』
と
い
う

気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

沖
縄
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
　

交
流
事
業
が
那
覇
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
県
内
４
単
会
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
と
な
っ
て

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
今
回
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。「
も
っ
と
声
出
し
て
い
こ
う
！
」、「
ナ
イ

ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
！
」、「
脚
が
痛
い…

」な
ど
楽

し
そ
う
な
声
が
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

　
リ
ー
グ
戦
の
最
後
は
那
覇
Y
E
G
と
宮
古

Y
E
G
が
全
勝
チ
ー
ム
と
し
て
優
勝
決
定
戦

へ
。
試
合
は
相
互
に
逆
転
し
合
う
壮
絶
な
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
は
３
｜

４
で
宮
古
Y
E
G
が
５
回
裏
サ
ヨ
ナ
ラ
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
参
加
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
切
り
汗
を
流
し
な
が
ら
楽
し
く

交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
レ

ス
ト
ラ
ン
のBistro 

YO
SH
IH
IKO

に
て
美

味
し
い
お
酒
を
。
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

11
月
19
日（
土
）沖
縄
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
の
交
流
事
業
が

漫
湖
公
園
多
目
的
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖縄県商工会議所青年部連合会 集合

那覇YEG vs 宮古YEG

楽しそうな那覇YEG会員

懇親会

ソフトボールによる交流会
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合同会社  mds group有限会社  二千年

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

会員名 屋比久 大成

【営業時間】 10:00～19:00
【定休日】 日曜日
TEL：098-882-5169　
　　　 080-7845-7473

　
那覇市真嘉比1-16-18 リアンケイ101号

INFORMATION
合同会社 mds group

代表取締役  上原　羽寿樹

【営業時間】 7：30～18：30
【定休日】 日曜日
TEL：098-882-2000

　
INFORMATION
有限会社 二千年

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

弊社は 2000 年に創立して 22 年
目の会社で保育園事業を行ってい
ます。無認可保育園 1 園 24 名小
規模保育 1園 19 名企業指導型保
育園 1 園 100 名規模で運営して
います。毎週1回英会話、スイミン
グ、体操教室などをカリキュラムに
いれて運動会やお遊戯会などで披
露するようにしています。
すくすくのびていく子どもたちの芽
を、ぽかぽかと暖かい太陽の光のような目で、見守っていきた
い。ひとりひとり違う色を持つ子供たちを、ひとつの型にはめる
のではなく、個々に持った素晴らしい色を保護者の皆様と共に
育てていけたらという願いをこめて、保育園を設立いたしまし
た。子ども達の声や笑顔が保母を育て、毎日の子ども達とのふ
れあいの中から、今の保育生活に大切なものは何か？という課
題をもとに保母一同皆で素晴らしい園作りに努力しています。

いろんな経済団体がある中で、活発的に行動している団体が商
工会議所青年部だったので入会しました。

異業種の意見交換ができるのはすごく魅力的な団体だと思いま
す。また月に2回必ず集まるのですぐに溶け込めるのが良いです。

子ども達に沢山の事を経験させてあげたい・環境を変えたい・
友達をたくさん作ってほしい・思うところは沢山ありますが少
しでも子供たちの力になれるよう頑張りますので応援お願いし
ます。

性相近し習い相遠し

那覇市真嘉比1-1-10二千年チャイルドビル

二千年チャイルドビル

弊社は 2017年に那覇市真嘉比にて『ネイルサロン irie( ア
イリー)』という名前でネイルサロンをオープン致しました。
当初はジェルネイルを中心に事業を進めて参りましたが心
から満足して頂きたいという気持ちから基本となるカウン
セリングやケアの技術、ペイントアートを学び沢山のお客
様にご来店頂いております。
また初めてのまつ毛エクステンションの感動が忘れられず
まつ毛エクステンションを取り入れ、最近ではまつ毛パー
マの方にも力を入れていきたいと思い技術習得中です。
お客様との出会いを大切にアットホームで居心地のいいサ
ロン、時代やニーズにあった高い技術を提供出来るよう励
んで参ります。

次年度専務の小橋川傑さんの紹介です。ゴルフ仲間です。

まだ入会したばかりで右も左もわからない状態ですが、
皆さんの熱意に負けないように仲間に入れるように頑張り
ます。

多くのお客様に美しさと笑顔が溢れるようにより良い技術
を提供していきたいと思っております。是非、宜しくお願
い致します。

商いに飽きない！笑
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合同会社  mds group有限会社  二千年

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

会員名 屋比久 大成

【営業時間】 10:00～19:00
【定休日】 日曜日
TEL：098-882-5169　
　　　 080-7845-7473

　
那覇市真嘉比1-16-18 リアンケイ101号

INFORMATION
合同会社 mds group

代表取締役  上原　羽寿樹

【営業時間】 7：30～18：30
【定休日】 日曜日
TEL：098-882-2000

　
INFORMATION
有限会社 二千年

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

弊社は 2000 年に創立して 22 年
目の会社で保育園事業を行ってい
ます。無認可保育園 1 園 24 名小
規模保育 1園 19 名企業指導型保
育園 1 園 100 名規模で運営して
います。毎週1回英会話、スイミン
グ、体操教室などをカリキュラムに
いれて運動会やお遊戯会などで披
露するようにしています。
すくすくのびていく子どもたちの芽
を、ぽかぽかと暖かい太陽の光のような目で、見守っていきた
い。ひとりひとり違う色を持つ子供たちを、ひとつの型にはめる
のではなく、個々に持った素晴らしい色を保護者の皆様と共に
育てていけたらという願いをこめて、保育園を設立いたしまし
た。子ども達の声や笑顔が保母を育て、毎日の子ども達とのふ
れあいの中から、今の保育生活に大切なものは何か？という課
題をもとに保母一同皆で素晴らしい園作りに努力しています。

いろんな経済団体がある中で、活発的に行動している団体が商
工会議所青年部だったので入会しました。

異業種の意見交換ができるのはすごく魅力的な団体だと思いま
す。また月に2回必ず集まるのですぐに溶け込めるのが良いです。

子ども達に沢山の事を経験させてあげたい・環境を変えたい・
友達をたくさん作ってほしい・思うところは沢山ありますが少
しでも子供たちの力になれるよう頑張りますので応援お願いし
ます。

性相近し習い相遠し

那覇市真嘉比1-1-10二千年チャイルドビル

二千年チャイルドビル

弊社は 2017年に那覇市真嘉比にて『ネイルサロン irie( ア
イリー)』という名前でネイルサロンをオープン致しました。
当初はジェルネイルを中心に事業を進めて参りましたが心
から満足して頂きたいという気持ちから基本となるカウン
セリングやケアの技術、ペイントアートを学び沢山のお客
様にご来店頂いております。
また初めてのまつ毛エクステンションの感動が忘れられず
まつ毛エクステンションを取り入れ、最近ではまつ毛パー
マの方にも力を入れていきたいと思い技術習得中です。
お客様との出会いを大切にアットホームで居心地のいいサ
ロン、時代やニーズにあった高い技術を提供出来るよう励
んで参ります。

次年度専務の小橋川傑さんの紹介です。ゴルフ仲間です。

まだ入会したばかりで右も左もわからない状態ですが、
皆さんの熱意に負けないように仲間に入れるように頑張り
ます。

多くのお客様に美しさと笑顔が溢れるようにより良い技術
を提供していきたいと思っております。是非、宜しくお願
い致します。

商いに飽きない！笑
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2023年2月 春の特別講演会「心のバトンパス」

日　時
内　容

主　催

場　所

定　員
参加費

2023年2月3日（金）
14：30 ～16：00 (開場案内13：30～)
沖縄ハーバービューホテル２F彩海
（那覇市泉崎2丁目４６番地）
300名（定員になり次第締め切らせていただきます） 
会員：無料 / 非会員：1,000円(税込)

朝原 宜治講師／ 【2008年北京オリンピック 400ｍリレー銅メダリスト】

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　金城・前里 
TEL：098-868-3759

受講者募集中！

申込方法 QRコードもしくは、セミナーチラシ下の参加
申込書に記入しFAXにてお申し込みください

はじめてのデジタルマーケティング

内　容

申込方法

仲宗根 功講師／ 【沖縄県よろず支援拠点】

QRコードもしくは、お電話やセミナー
チラシのFAXにてお申し込みください

受講者募集中！

ビジネスにデジタルを活かすための「はじめの
一歩」を学びます。無料でできるWEB集客活用
を体験してください！
「デジタルマーケティング」とは何か、ビジネスを
成長させるために何ができるのかを、「認知を得
る」「認知を広める」「効果を高め効率を上げる」
という3つの視点から学びます。お店や会社情
報の登録方法や、SNSとの繋げ方について学び
ましょう。個別相談会もあります！ 

人との出会い、オリンピックの舞台裏、引
退後の心境など、幼年時代からの陸上競
技人生を交えながら、諦めなければ夢は
叶うというメッセージを熱く伝える。

申込締め切り 2023年1月31日(火)

～チームワークとコミュニケーションの重要性

2023年1月以降新様式の
ご使用をお願いします

協会けんぽの各種申請書（届出書）

健康保険給付関係

特定疾病療養受療証交付申請書

傷病手当金支給申請書
療養費支給申請書（立替払等）
療養費支給申請書（治療用装具）
限度額適用認定申請書
限度額適用・標準負担額減額認定申請書
高額療養費支給申請書
出産手当金支給申請書
出産育児一時金支給申請書
出産育児一時金内払金支払依頼書
埋葬料（費）支給申請書

任意継続関係
任意継続被保険者資格取得申出書
任意継続被保険者被扶養者（異動）届
任意継続被保険者資格喪失申出書
任意継続被保険者 氏名 生年月日 性別
住所 電話番号変更（訂正）届

被保険者証等再交付関係
被保険者証再交付申請書
高齢受給者証再交付申請書

各支部の連絡先はホームページをご覧ください。

様式を変更する主な申請書（届出書）

全国健康保険協会
協会けんぽ

協会けんぽ 検索
（https://www.kyoukaikenpo.or.jp/)

日　時

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月20日（火）
14：00 ～16：00
沖縄産業支援センター
（那覇市字小禄1831-1）
30名

無料

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　小嶺 TEL：098-868-3759

いますぐはじめる Google ビジネスプロフィー
ルの活用セミナー＆個別相談会

映像と音声による本格的なセミナー！ さまざまな情報が満載！ 
●使いやすいサイトデザイン ●高画質「ハイビジョン」サイズ！ ●PC・Mac・And ro i d・ i P hone 対応

WEBセミナーは、インターネットでセミナー映像を視聴することにより、様々な経営情報が取得できるサービスです。

那覇商工会議所のWEBセミナーを利用して経営に役立てよう

お問い合せ先 那覇商工会議所 TEL 098-868-3758 

那覇商工会議所のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます 

https://nahacci.com/ 

 那覇商工会議所のホームページから 

← こちらのバナーをクリック！  

会員事業所の皆様の経営をインターネットを通じてサポートします。

ＷＥＢセミナー那覇商工会議所のホームページ
よりご覧いただけます会員無料

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

どこでも
会社・自宅・出先
どこでもOK！

好きなだけ
気になるセミナーを
自由に選べる！

セミナー
タイトル
６００
以上

一 流 の 講 師 陣 に よ る 豊 富 な セ ミ ナ ー が 満 載
■経営  ■販路開拓  ■労務  ■税務・経理  ■法律  ■ＩＴ ■政治・経済  ■若手・中堅・管理職研修  ■創業  ■事業承継…（全40分野）



那覇商工会議所
からのお知らせ

セミナー・講演会・
商談会・展示会・
イベント等のご案内
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2023年2月 春の特別講演会「心のバトンパス」

日　時
内　容

主　催

場　所

定　員
参加費

2023年2月3日（金）
14：30 ～16：00 (開場案内13：30～)
沖縄ハーバービューホテル２F彩海
（那覇市泉崎2丁目４６番地）
300名（定員になり次第締め切らせていただきます） 
会員：無料 / 非会員：1,000円(税込)

朝原 宜治講師／ 【2008年北京オリンピック 400ｍリレー銅メダリスト】

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　金城・前里 
TEL：098-868-3759

受講者募集中！

申込方法 QRコードもしくは、セミナーチラシ下の参加
申込書に記入しFAXにてお申し込みください

はじめてのデジタルマーケティング

内　容

申込方法

仲宗根 功講師／ 【沖縄県よろず支援拠点】

QRコードもしくは、お電話やセミナー
チラシのFAXにてお申し込みください

受講者募集中！

ビジネスにデジタルを活かすための「はじめの
一歩」を学びます。無料でできるWEB集客活用
を体験してください！
「デジタルマーケティング」とは何か、ビジネスを
成長させるために何ができるのかを、「認知を得
る」「認知を広める」「効果を高め効率を上げる」
という3つの視点から学びます。お店や会社情
報の登録方法や、SNSとの繋げ方について学び
ましょう。個別相談会もあります！ 

人との出会い、オリンピックの舞台裏、引
退後の心境など、幼年時代からの陸上競
技人生を交えながら、諦めなければ夢は
叶うというメッセージを熱く伝える。

申込締め切り 2023年1月31日(火)

～チームワークとコミュニケーションの重要性

2023年1月以降新様式の
ご使用をお願いします

協会けんぽの各種申請書（届出書）

健康保険給付関係

特定疾病療養受療証交付申請書

傷病手当金支給申請書
療養費支給申請書（立替払等）
療養費支給申請書（治療用装具）
限度額適用認定申請書
限度額適用・標準負担額減額認定申請書
高額療養費支給申請書
出産手当金支給申請書
出産育児一時金支給申請書
出産育児一時金内払金支払依頼書
埋葬料（費）支給申請書

任意継続関係
任意継続被保険者資格取得申出書
任意継続被保険者被扶養者（異動）届
任意継続被保険者資格喪失申出書
任意継続被保険者 氏名 生年月日 性別
住所 電話番号変更（訂正）届

被保険者証等再交付関係
被保険者証再交付申請書
高齢受給者証再交付申請書

各支部の連絡先はホームページをご覧ください。

様式を変更する主な申請書（届出書）

全国健康保険協会
協会けんぽ

協会けんぽ 検索
（https://www.kyoukaikenpo.or.jp/)

日　時

主　催

場　所

定　員

参加費

2022年12月20日（火）
14：00 ～16：00
沖縄産業支援センター
（那覇市字小禄1831-1）
30名

無料

那覇商工会議所

お問合せ 那覇商工会議所　小嶺 TEL：098-868-3759

いますぐはじめる Google ビジネスプロフィー
ルの活用セミナー＆個別相談会

映像と音声による本格的なセミナー！ さまざまな情報が満載！ 
●使いやすいサイトデザイン ●高画質「ハイビジョン」サイズ！ ●PC・Mac・And ro i d・ i P hone 対応

WEBセミナーは、インターネットでセミナー映像を視聴することにより、様々な経営情報が取得できるサービスです。

那覇商工会議所のWEBセミナーを利用して経営に役立てよう

お問い合せ先 那覇商工会議所 TEL 098-868-3758 

那覇商工会議所のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます 

https://nahacci.com/ 

 那覇商工会議所のホームページから 

← こちらのバナーをクリック！  

会員事業所の皆様の経営をインターネットを通じてサポートします。

ＷＥＢセミナー那覇商工会議所のホームページ
よりご覧いただけます会員無料

いつでも
２４時間いつでも
受講できます！

どこでも
会社・自宅・出先
どこでもOK！

好きなだけ
気になるセミナーを
自由に選べる！

セミナー
タイトル
６００
以上

一 流 の 講 師 陣 に よ る 豊 富 な セ ミ ナ ー が 満 載
■経営  ■販路開拓  ■労務  ■税務・経理  ■法律  ■ＩＴ ■政治・経済  ■若手・中堅・管理職研修  ■創業  ■事業承継…（全40分野）



教材編集や講師業を経て、リックテレ
コム入社。情報処理技術者試験の書籍
編集、モバイル分野の雑誌編集を担当
した後、ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳ
Ｓ」の編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企業
が主体となる等身大のＩＴ活用をテー
マに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ
事例やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

株式会社 フジワラテクノアート
岡山県岡山市北区富吉 2827－3
設　　立：1950年（創業 1933年）
従業員数：147人
事業内容：醸造機械・食品機械の設計・製造など
ＵＲＬ：https://www.fujiwara-jp.com/

『先を見据えたデジタル化
 プロジェクトで若手が成長』
　本連載では、IT経営マガジン「COMPASS」に掲載し
た全国のIT活用事例をもとに、中小企業の経営におい
て、ITがどのように役立つかを、解説していきます。
　今すぐ困る危機に直面しているわけではないけれ
ど、社会の変化、数年後を見据えるとデジタル化を推
進するタイミング―長期ビジョンを立て若手中心の
デジタル化プロジェクトを推進中の岡山県・フジワラ
テクノアートは、毎年計画的にIT導入を進めています。
　その取り組みが評価され、2022年の「日本DX大賞
　中小規模法人部門」で大賞を受賞しました。
　なぜITなのか、どう進めているのか、プロジェクト初
年度の取り組みを紹介します。
（「COMPASS」2021年秋号から転載（記載内容は掲載時点のもの）

　改革への挑戦が働き手の力を伸ばす─デジタル化プロ
ジェクトを進行中のフジワラテクノアート（岡山県岡山市）に
て、「変えていく力」が醸成される様子を目の当たりにした。
　同社は、酒やしょうゆなど醸造食品の製造設備などで業
界トップシェアを誇る。オーダーメードの個別受注生産にお
いてアフターフォローを大切にし、顧客との信頼関係を築
いてきた。シェアの高さに安泰することなく、同社はモノづく
りの高度化・新しい価値提供に向けて「開発ビジョン２０５
０」を打ち出した。行動計画における重要項目の一つがデ
ジタル化の推進だった。
　副社長の藤原加奈氏はその理由を次のように語る。「２
０５０年に向けた長期ビジョンを実現し、社会やお客さまに
新たな価値を創造していくには、効率化や見える化でさら
に時間や利益を確保すること、そして情報やナレッジを組
織で共有し、若手の成長スピードを上げることが必要で
す」
　２０１９年10月、各部署から若手中心にスタッフを集めて
「業務インフラ刷新委員会」を発足。役員も参加し、課題の
共有と適切なＩＴツールの導入を推進している。
　プロジェクトの事務局を担ったのは、ＩＴのスキルを持つ
経営企画室の頼純英氏だ。現場の課題を聞き取り、ＩＴで
実現できることとの橋渡しを行った。「集まった課題は１００
を超えました。これを図示して業務フローとともに整理し、
優先順位を議論しました。取り組みの第一が生産管理シス
テムです」。個別受注生産の特性から担当者がＥｘｃｅｌで管
理していたが、使い込まれてノウハウが詰まっており、バー
ジョンアップもしやすい点から、パッケージソフトの活用を検
討。ＩＴベンダー４社に提案を求め、委員会の検討を経て、

テクノア社の「ＴＥＣＨＳ-Ｓ」に決めた。受注－設計－生産プ
ロセスの展開を統合管理できるようになり、製造に関する
正確なデータが蓄積されると、見積もり精度の向上にもつ
なげられる。
　同時に、これまでＦＡＸなど紙ベースで行っていた部品仕
入れ先への発注をオンライン化した（「ＢｔｏＢプラットフォー
ム発注連携オプション」）。取引先の同意を得て、現時点で
取り扱い発注書の95％が電子化された。「オンラインの受
発注は嫌がられるのでは？」との懸念もあったが、これは依
頼側の思い込みだった。コロナ禍ということもあり、取引先
は協力的だったという。
　また、受発注の電子化導入においては一カ所だけパッ
ケージソフトをカスタマイズし、社内業務の効率化を促進さ
せた。システム導入によって製造現場は月間80時間の削
減、発注の電子化で月４００時間・月12万円のコスト削減を
実現した。さらに大きかったのがプロジェクトを通じたモチ
ベーションアップだ。「できた」という経験が自信につなが
り、会社全体を見て動く意識が高まったという。今後も、計
画に沿ってデジタル化を進め、モノづくりの高度化や新しい
価値提供を実現していく。

会社紹介を からを から

残業を増やしている原因は何でしょう。「仕方がない」
と思わずに点検してみましょう。
ＩＴの導入は、会社が目指す方向や全社視点での業務
の理解を伴います。若手社員が成長する大きなチャン
スです。
目先の危機がなくとも、社内体制を整備していくこ
と、特にデジタル化の推進は、事業継続の原動力とな
ります。

●

●

●

事例 vol.4

事例からヨミトル

PR掲
載
企
業

大
募
集
！

会員企業のPR掲示板
私たちの会社

掲
載
無
料 店舗の宣伝、イチ押し商品、ユニークなサービスを無料で掲載致します。

当誌面を有効活用し、ポイントを絞ったPRで売り上げUP! 取り引きに繋げて下さい。

会員企業のPR掲示板「私たちの会社」とは

kuninaka@nahacci.or.jp

当所が毎月１回発刊する広報誌「会報誌NAHA CCI 
NEWS」内で、貴社の情報発信・PRを無料で掲載して
いただくページです。
【申込資格】
【掲 載 料 】

当所会員事業所（１会員事業者様につき１回限り）
無料

原稿作成をお願いいたします。

原稿をご送付ください。
作成頂いた原稿と写真２枚、ＱＲコード画像を併せて
下記メールアドレス宛にご送付願います。

原稿のご確認をお願いいたします。
掲載前月の中頃に、PDF形式にてお送りいたします。
修正は2回までとさせていただきます。

掲載イメージ

記入フォームイメージ

①当所の指定したフォーム・文字数の範囲内での掲載となります。
②掲載の有無に関わらず原稿・写真データの返却は致しません。
③掲載の採否・掲載月に関しては、当所に一任願います。
　・宗教・政治活動や公序良俗違反、法令上問題がある内容につきましては、
　お申し込みを承ることが出来ない場合があります。
④編集の都合上、当所にて原稿等を変更することもありますのでご了承ください。
⑤記事に関する問い合わせ先は必ず明記してください。
⑥掲載情報の詳細や取引に関しては、取引当事者間で直後、連絡・交渉願います。
　（トラブル等が生じた場合、当所では一切責任を負いません）
以上のことをご了承の上、お申し込みください。
ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。

【送付先】 kuninaka@nahacci.or.jp
　　　　原稿のご提出はE-Mailにて承ります。
※掲載時期につきましては、掲載原稿のご送付いただいた
　先着順にて承りますので、数か月お待ちいただく場合があります。
※掲載月は、原稿をご提出いただいた際に、お伝えいたします。

下記QRコード、または那覇商工会
議所サイトより、記入フォーム
（Word）をダウンロードして御利用
ください。手書き・FAXでは承ること
が出来ませんので、ご了承ください。

那覇商工会議所　企画業務部
TEL：098-970-6890　FAX：098-866-9834

掲載までの流れ

注意事項

本件に関するお問合せ先

1

2

3

お申込みはこちらから！

https://nahacci.com/other/8996/
ダウンロードはこちら

▲

令和5年 那覇市新年祝賀名刺交換会

【那覇市新年祝賀名刺交換会】で検索
那覇市新年祝賀名刺交換会実行委員会事務局（那覇市総務部総務課内）
TEL:862-9911（直通）

令和５年１月４日(水) 午後３時～午後５時

ロワジールホテル那覇 3階[天妃の間]

１名様2,000円（1団体2名様まで）

令和４年11月16日(水)～12月13日(火)

食事及びアルコールの提供無し（ソフトドリンク提供）
当日券の販売無し
名刺交換会参加者名簿の配布無し

日  時

場  所

会  費

申込期間

留意事項

詳細内容
お問合せ

※定員500名に達しましたら、申込期限前に受付を終了する場合がございます。

詳細は
こちら
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教材編集や講師業を経て、リックテレ
コム入社。情報処理技術者試験の書籍
編集、モバイル分野の雑誌編集を担当
した後、ＩＴ経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳ
Ｓ」の編集に携わる。中小企業支援機
関・支援者と連携しながら、中小企業
が主体となる等身大のＩＴ活用をテー
マに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ
事例やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

株式会社 フジワラテクノアート
岡山県岡山市北区富吉 2827－3
設　　立：1950年（創業 1933年）
従業員数：147人
事業内容：醸造機械・食品機械の設計・製造など
ＵＲＬ：https://www.fujiwara-jp.com/

『先を見据えたデジタル化
 プロジェクトで若手が成長』
　本連載では、IT経営マガジン「COMPASS」に掲載し
た全国のIT活用事例をもとに、中小企業の経営におい
て、ITがどのように役立つかを、解説していきます。
　今すぐ困る危機に直面しているわけではないけれ
ど、社会の変化、数年後を見据えるとデジタル化を推
進するタイミング―長期ビジョンを立て若手中心の
デジタル化プロジェクトを推進中の岡山県・フジワラ
テクノアートは、毎年計画的にIT導入を進めています。
　その取り組みが評価され、2022年の「日本DX大賞
　中小規模法人部門」で大賞を受賞しました。
　なぜITなのか、どう進めているのか、プロジェクト初
年度の取り組みを紹介します。
（「COMPASS」2021年秋号から転載（記載内容は掲載時点のもの）

　改革への挑戦が働き手の力を伸ばす─デジタル化プロ
ジェクトを進行中のフジワラテクノアート（岡山県岡山市）に
て、「変えていく力」が醸成される様子を目の当たりにした。
　同社は、酒やしょうゆなど醸造食品の製造設備などで業
界トップシェアを誇る。オーダーメードの個別受注生産にお
いてアフターフォローを大切にし、顧客との信頼関係を築
いてきた。シェアの高さに安泰することなく、同社はモノづく
りの高度化・新しい価値提供に向けて「開発ビジョン２０５
０」を打ち出した。行動計画における重要項目の一つがデ
ジタル化の推進だった。
　副社長の藤原加奈氏はその理由を次のように語る。「２
０５０年に向けた長期ビジョンを実現し、社会やお客さまに
新たな価値を創造していくには、効率化や見える化でさら
に時間や利益を確保すること、そして情報やナレッジを組
織で共有し、若手の成長スピードを上げることが必要で
す」
　２０１９年10月、各部署から若手中心にスタッフを集めて
「業務インフラ刷新委員会」を発足。役員も参加し、課題の
共有と適切なＩＴツールの導入を推進している。
　プロジェクトの事務局を担ったのは、ＩＴのスキルを持つ
経営企画室の頼純英氏だ。現場の課題を聞き取り、ＩＴで
実現できることとの橋渡しを行った。「集まった課題は１００
を超えました。これを図示して業務フローとともに整理し、
優先順位を議論しました。取り組みの第一が生産管理シス
テムです」。個別受注生産の特性から担当者がＥｘｃｅｌで管
理していたが、使い込まれてノウハウが詰まっており、バー
ジョンアップもしやすい点から、パッケージソフトの活用を検
討。ＩＴベンダー４社に提案を求め、委員会の検討を経て、

テクノア社の「ＴＥＣＨＳ-Ｓ」に決めた。受注－設計－生産プ
ロセスの展開を統合管理できるようになり、製造に関する
正確なデータが蓄積されると、見積もり精度の向上にもつ
なげられる。
　同時に、これまでＦＡＸなど紙ベースで行っていた部品仕
入れ先への発注をオンライン化した（「ＢｔｏＢプラットフォー
ム発注連携オプション」）。取引先の同意を得て、現時点で
取り扱い発注書の95％が電子化された。「オンラインの受
発注は嫌がられるのでは？」との懸念もあったが、これは依
頼側の思い込みだった。コロナ禍ということもあり、取引先
は協力的だったという。
　また、受発注の電子化導入においては一カ所だけパッ
ケージソフトをカスタマイズし、社内業務の効率化を促進さ
せた。システム導入によって製造現場は月間80時間の削
減、発注の電子化で月４００時間・月12万円のコスト削減を
実現した。さらに大きかったのがプロジェクトを通じたモチ
ベーションアップだ。「できた」という経験が自信につなが
り、会社全体を見て動く意識が高まったという。今後も、計
画に沿ってデジタル化を進め、モノづくりの高度化や新しい
価値提供を実現していく。

会社紹介を からを から

残業を増やしている原因は何でしょう。「仕方がない」
と思わずに点検してみましょう。
ＩＴの導入は、会社が目指す方向や全社視点での業務
の理解を伴います。若手社員が成長する大きなチャン
スです。
目先の危機がなくとも、社内体制を整備していくこ
と、特にデジタル化の推進は、事業継続の原動力とな
ります。

●

●

●

事例 vol.4

事例からヨミトル

PR掲
載
企
業

大
募
集
！

会員企業のPR掲示板
私たちの会社

掲
載
無
料 店舗の宣伝、イチ押し商品、ユニークなサービスを無料で掲載致します。

当誌面を有効活用し、ポイントを絞ったPRで売り上げUP! 取り引きに繋げて下さい。

会員企業のPR掲示板「私たちの会社」とは

kuninaka@nahacci.or.jp

当所が毎月１回発刊する広報誌「会報誌NAHA CCI 
NEWS」内で、貴社の情報発信・PRを無料で掲載して
いただくページです。
【申込資格】
【掲 載 料 】

当所会員事業所（１会員事業者様につき１回限り）
無料

原稿作成をお願いいたします。

原稿をご送付ください。
作成頂いた原稿と写真２枚、ＱＲコード画像を併せて
下記メールアドレス宛にご送付願います。

原稿のご確認をお願いいたします。
掲載前月の中頃に、PDF形式にてお送りいたします。
修正は2回までとさせていただきます。

掲載イメージ

記入フォームイメージ

①当所の指定したフォーム・文字数の範囲内での掲載となります。
②掲載の有無に関わらず原稿・写真データの返却は致しません。
③掲載の採否・掲載月に関しては、当所に一任願います。
　・宗教・政治活動や公序良俗違反、法令上問題がある内容につきましては、
　お申し込みを承ることが出来ない場合があります。
④編集の都合上、当所にて原稿等を変更することもありますのでご了承ください。
⑤記事に関する問い合わせ先は必ず明記してください。
⑥掲載情報の詳細や取引に関しては、取引当事者間で直後、連絡・交渉願います。
　（トラブル等が生じた場合、当所では一切責任を負いません）
以上のことをご了承の上、お申し込みください。
ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。

【送付先】 kuninaka@nahacci.or.jp
　　　　原稿のご提出はE-Mailにて承ります。
※掲載時期につきましては、掲載原稿のご送付いただいた
　先着順にて承りますので、数か月お待ちいただく場合があります。
※掲載月は、原稿をご提出いただいた際に、お伝えいたします。

下記QRコード、または那覇商工会
議所サイトより、記入フォーム
（Word）をダウンロードして御利用
ください。手書き・FAXでは承ること
が出来ませんので、ご了承ください。

那覇商工会議所　企画業務部
TEL：098-970-6890　FAX：098-866-9834

掲載までの流れ

注意事項

本件に関するお問合せ先

1

2

3

お申込みはこちらから！

https://nahacci.com/other/8996/
ダウンロードはこちら

▲

令和5年 那覇市新年祝賀名刺交換会

【那覇市新年祝賀名刺交換会】で検索
那覇市新年祝賀名刺交換会実行委員会事務局（那覇市総務部総務課内）
TEL:862-9911（直通）

令和５年１月４日(水) 午後３時～午後５時

ロワジールホテル那覇 3階[天妃の間]

１名様2,000円（1団体2名様まで）

令和４年11月16日(水)～12月13日(火)

食事及びアルコールの提供無し（ソフトドリンク提供）
当日券の販売無し
名刺交換会参加者名簿の配布無し

日  時

場  所

会  費

申込期間

留意事項

詳細内容
お問合せ

※定員500名に達しましたら、申込期限前に受付を終了する場合がございます。

詳細は
こちら
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「
電
子
帳
簿
等
保
存
」と「
ス
キ
ャ
ナ
保
存
」の
ポ
イ
ン
ト

アクタス税理士法人代表・
税理士。経営改善や事業承
継などのコンサルを中心にセ
ミナー講師としても活躍。

加藤 幸人（かとう・ゆきと）

知らなかったじゃ済まされない！？知らなかったじゃ済まされない！？
電帳法と経理DX（第2回）

電
子
帳
簿
保
存
法
は
、①
電
子
帳
簿
等
保
存
制

度
、②
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
、③
電
子
取
引
に
係

る
デ
ー
タ
保
存
制
度
の
３
つ
の
制
度
か
ら
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
①
②
は
、
令
和
３
年
度
税
制

改
正
で
大
幅
に
要
件
緩
和
さ
れ
、
税
務
署
長
の

事
前
承
認
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
か
な
り
使
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
制
度
を
う

ま
く
活
用
し
て
電
子
化・ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化（
経

理
D
X
）
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
研
究
で
は
、イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
一
種

で
あ
る
ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
生
息
す

る
ク
マ
ノ
ミ
類
の
一
種
で
あ
る
カ
ク
レ
ク
マ

ノ
ミ
を
対
象
と
し
、2
0
2
0
年
9
月
か
ら

2
0
2
1
年
10
月
に
か
け
て
、琉
球
列
島
の
5

つ
の
地
点
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
49
個
体
と
、こ

れ
ら
の
最
も
近
く
に
あ
る
イ
シ
サ
ン
ゴ
49
個

体
に
生
息
す
る
魚
類
相
も
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
つ
い
て
、林
博
士
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。「
今
回
の
研
究
成
果
は
、

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
周
り
に
生
息
す
る
魚
類

の
模
様
が
、同
居
す
る
他
の
魚
類
の
行
動
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
ら
の
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
に
生
息
す
る
他
の
魚
類
に
は
縦
帯
模

様
や
斑
点
模
様
が
あ
る
こ
と
を
以
前
よ
り
確

認
し
て
い
ま
し
た
が
、横
帯
が
入
っ
た
種
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。林
博
士
は
、次
の
よ

う
に
付
け
加
え
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
、ク

マ
ノ
ミ
類
が
門
番
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。模
様
に

よ
っ
て
他
の
魚
類
を
退
け
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、こ
の
仮
説
を
確
か
め

る
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
魚
の
お
も

ち
ゃ
を
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
コ
ロ
ニ
ー
の
近

く
に
つ
り
下
げ
て
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
攻
撃

行
動
を
記
録
す
る
行
動
実
験
を
行
い
ま
し

た
。研
究
グ
ル
ー
プ
は
、黒
地
に
白
い
縦
帯
や

横
帯
を
塗
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
魚
を
ク
マ
ノ
ミ

に
見
せ
、「
追
い
か
け
」や「
噛
み
つ
き
」な
ど

の
行
動
を
攻
撃
行
動
と
し
て
記
録
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、宿
主
の
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を

隠
れ
家
に
し
て
い
た
魚
類
に
は
横
帯
が
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。一
方
、周
辺
の
サ
ン

ゴ
に
は
横
帯
模
様
を
持
つ
様
々
な
種
が
見
ら

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は
横

帯
模
様
の
魚
の
模
型
に
対
し
て
攻
撃
的
な
反

応
を
示
し
、そ
の
攻
撃
時
間
は
縦
帯
模
様
の

模
型
に
対
し
て
よ
り
も
長
く
な
る
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
、林
博
士
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
周
辺
の
魚
類
群
集
は
、ク
マ
ノ
ミ
類

が
特
定
の
模
様
の
侵
入
者
に
対
し
て
攻
撃
行

動
の
頻
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

　
体
の
模
様
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
や
、ど
の
よ
う
な
基
本
ル
ー

ル
に
よ
り
種
間
や
種
内
の
信
号
伝
達
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、ま
だ
研
究
に

よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、研
究
グ

ル
ー
プ
は
今
後
、模
様
の
法
則
が
魚
類
の
行

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、気
候
変
動
に
よ
る

影
響
か
ら
サ
ン
ゴ
礁
周
辺
の
生
物
多
様
性
を

保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

確
信
し
て
い
ま
す
。
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◆
ま
ず
は
一
般
電
子
帳
簿
の
開
始
を

　
売
上
請
求
書
の
控
え
な
ど
の
「
自
己
が
作
成
す
る

取
引
関
係
書
類
」、
仕
訳
帳
や
総
勘
定
元
帳
な
ど
の

「
帳
簿
」、貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
な
ど
の「
決
算

関
係
書
類
」を
、一
貫
し
て
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
計

算
機
を
使
用
し
て
作
成
し
た
場
合
、
紙
の
保
存
に
代

え
て
電
子
デ
ー
タ
で
保
存
で
き
ま
す
。こ
れ
が
電
子

帳
簿
等
保
存
制
度
で
す
。

　
帳
簿
は「
一
般
電
子
帳
簿
」と「
優
良
な
電
子
帳
簿
」

の
２
種
類
あ
り
、
一
般
電
子
帳
簿
は
正
規
の
簿
記
の

原
則
（
複
式
簿
記
）
に
従
い
記
録
さ
れ
る
も
の
な
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
会
計
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
帳
簿
が

該
当
し
ま
す
。一
方
、優
良
な
電
子
帳
簿
は
使
用
す
る

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
な
ど
厳
し
い
要
件
を
満
た
せ
ば
、

過
少
申
告
加
算
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。と
は
い
え
、ま
ず
は
確
実
に
一
般
電

子
帳
簿
で
の
電
子
帳
簿
保
存
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
電
子
帳
簿
の
開
始
日
は
事
業
年
度
の
初
め
で
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

◆
ス
キ
ャ
ナ
保
存
で
紙
の
保
管
が
不
要
に

　
紙
で
受
領
し
た
請
求
書
な
ど
の「
取
引
関
係
書
類
」

を
、
ス
キ
ャ
ナ
な
ど
で
電
子
化
し
一
定
の
要
件
の
も

と
保
存
し
た
場
合
、
元
の
紙
の
書
類
を
廃
棄
で
き
る

の
が
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
で
す
。デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ

ホ
で
の
撮
影
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ャ
ナ
保
存
の
対
象
と
な
る
書
類
は
、
請
求
書

な
ど
の「
重
要
書
類
」と
、
見
積
書
な
ど
の「
一
般
書

類
」で
す
。保
存
要
件
は
、改
ざ
ん
防
止
の
た
め
の「
真

実
性
の
確
保
」と
、デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る「
可
視
性
の
確
保
」の
２
つ
で
す
。書
類

を
紙
で
受
領
し
て
か
ら
約
７
営
業
日
以
内
（
早
期
入

力
方
式
）か
、
最
長
２
カ
月
と
７
営
業
日
以
内（
業
務

処
理
サ
イ
ク
ル
方
式
）に
ス
キ
ャ
ン
を
行
い
、原
則
は

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
し
ま
す
。一
定
水
準
以
上
の

解
像
度
や
カ
ラ
ー
画
像
で
の
読
み
取
り
、
訂
正
削
除

履
歴
が
残
る
状
態
で
保
存
し
、検
索
機
能
の
確
保
、見

読
可
能
装
置
の
備
え
付
け
と
い
っ
た
要
件
も
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。自
社
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

よ
り
も
、
経
費
精
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
条
件
を
満
た
し

た
も
の
を
活
用
す
る
方
が
効
率
的
で
す
。

◆
債
務
管
理
業
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

　の
実
現

　
債
務
管
理
業
務
は
、「
業
者
払
い
の
請
求
書
対
応
」

と「
従
業
員
の
立
替
経
費
精
算
の
領
収
書
対
応
」が
中

心
で
す
。請
求
書
や
領
収
書
を
紙
で
受
領
し
た
場
合

に
は
、
申
請
者
は
ス
キ
ャ
ン
し
て
経
費
精
算
シ
ス
テ

ム
か
ら
デ
ー
タ
で
申
請
す
れ
ば
、
作
業
負
担
が
少
な

く
な
り
ま
す
。経
理
は
債
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
申
請
デ
ー
タ
を
基
に
未
払
い
金
管
理
や
支
払
い

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
業
務
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

さ
ら
に
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
実
現
し
ま
す
。
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ソ
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チ
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あ
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ク
レ
ク
マ

ノ
ミ
を
対
象
と
し
、2
0
2
0
年
9
月
か
ら

2
0
2
1
年
10
月
に
か
け
て
、琉
球
列
島
の
5

つ
の
地
点
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
49
個
体
と
、こ

れ
ら
の
最
も
近
く
に
あ
る
イ
シ
サ
ン
ゴ
49
個

体
に
生
息
す
る
魚
類
相
も
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
つ
い
て
、林
博
士
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。「
今
回
の
研
究
成
果
は
、

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
周
り
に
生
息
す
る
魚
類

の
模
様
が
、同
居
す
る
他
の
魚
類
の
行
動
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
ら
の
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
に
生
息
す
る
他
の
魚
類
に
は
縦
帯
模

様
や
斑
点
模
様
が
あ
る
こ
と
を
以
前
よ
り
確

認
し
て
い
ま
し
た
が
、横
帯
が
入
っ
た
種
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。林
博
士
は
、次
の
よ

う
に
付
け
加
え
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
、ク

マ
ノ
ミ
類
が
門
番
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。模
様
に

よ
っ
て
他
の
魚
類
を
退
け
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。」

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、こ
の
仮
説
を
確
か
め

る
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
魚
の
お
も

ち
ゃ
を
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
コ
ロ
ニ
ー
の
近

く
に
つ
り
下
げ
て
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
の
攻
撃

行
動
を
記
録
す
る
行
動
実
験
を
行
い
ま
し

た
。研
究
グ
ル
ー
プ
は
、黒
地
に
白
い
縦
帯
や

横
帯
を
塗
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
魚
を
ク
マ
ノ
ミ

に
見
せ
、「
追
い
か
け
」や「
噛
み
つ
き
」な
ど

の
行
動
を
攻
撃
行
動
と
し
て
記
録
し
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、宿
主
の
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
を

隠
れ
家
に
し
て
い
た
魚
類
に
は
横
帯
が
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。一
方
、周
辺
の
サ
ン

ゴ
に
は
横
帯
模
様
を
持
つ
様
々
な
種
が
見
ら

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
は
横

帯
模
様
の
魚
の
模
型
に
対
し
て
攻
撃
的
な
反

応
を
示
し
、そ
の
攻
撃
時
間
は
縦
帯
模
様
の

模
型
に
対
し
て
よ
り
も
長
く
な
る
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
、林
博
士
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
周
辺
の
魚
類
群
集
は
、ク
マ
ノ
ミ
類

が
特
定
の
模
様
の
侵
入
者
に
対
し
て
攻
撃
行

動
の
頻
度
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

　
体
の
模
様
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
や
、ど
の
よ
う
な
基
本
ル
ー

ル
に
よ
り
種
間
や
種
内
の
信
号
伝
達
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、ま
だ
研
究
に

よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、研
究
グ

ル
ー
プ
は
今
後
、模
様
の
法
則
が
魚
類
の
行

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を

調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、気
候
変
動
に
よ
る

影
響
か
ら
サ
ン
ゴ
礁
周
辺
の
生
物
多
様
性
を

保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

確
信
し
て
い
ま
す
。
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◆
ま
ず
は
一
般
電
子
帳
簿
の
開
始
を

　
売
上
請
求
書
の
控
え
な
ど
の
「
自
己
が
作
成
す
る

取
引
関
係
書
類
」、
仕
訳
帳
や
総
勘
定
元
帳
な
ど
の

「
帳
簿
」、貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
な
ど
の「
決
算

関
係
書
類
」を
、一
貫
し
て
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
計

算
機
を
使
用
し
て
作
成
し
た
場
合
、
紙
の
保
存
に
代

え
て
電
子
デ
ー
タ
で
保
存
で
き
ま
す
。こ
れ
が
電
子

帳
簿
等
保
存
制
度
で
す
。

　
帳
簿
は「
一
般
電
子
帳
簿
」と「
優
良
な
電
子
帳
簿
」

の
２
種
類
あ
り
、
一
般
電
子
帳
簿
は
正
規
の
簿
記
の

原
則
（
複
式
簿
記
）
に
従
い
記
録
さ
れ
る
も
の
な
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
会
計
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
帳
簿
が

該
当
し
ま
す
。一
方
、優
良
な
電
子
帳
簿
は
使
用
す
る

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
な
ど
厳
し
い
要
件
を
満
た
せ
ば
、

過
少
申
告
加
算
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。と
は
い
え
、ま
ず
は
確
実
に
一
般
電

子
帳
簿
で
の
電
子
帳
簿
保
存
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
電
子
帳
簿
の
開
始
日
は
事
業
年
度
の
初
め
で
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

◆
ス
キ
ャ
ナ
保
存
で
紙
の
保
管
が
不
要
に

　
紙
で
受
領
し
た
請
求
書
な
ど
の「
取
引
関
係
書
類
」

を
、
ス
キ
ャ
ナ
な
ど
で
電
子
化
し
一
定
の
要
件
の
も

と
保
存
し
た
場
合
、
元
の
紙
の
書
類
を
廃
棄
で
き
る

の
が
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
で
す
。デ
ジ
カ
メ
や
ス
マ

ホ
で
の
撮
影
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ャ
ナ
保
存
の
対
象
と
な
る
書
類
は
、
請
求
書

な
ど
の「
重
要
書
類
」と
、
見
積
書
な
ど
の「
一
般
書

類
」で
す
。保
存
要
件
は
、改
ざ
ん
防
止
の
た
め
の「
真

実
性
の
確
保
」と
、デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る「
可
視
性
の
確
保
」の
２
つ
で
す
。書
類

を
紙
で
受
領
し
て
か
ら
約
７
営
業
日
以
内
（
早
期
入

力
方
式
）か
、
最
長
２
カ
月
と
７
営
業
日
以
内（
業
務

処
理
サ
イ
ク
ル
方
式
）に
ス
キ
ャ
ン
を
行
い
、原
則
は

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
し
ま
す
。一
定
水
準
以
上
の

解
像
度
や
カ
ラ
ー
画
像
で
の
読
み
取
り
、
訂
正
削
除

履
歴
が
残
る
状
態
で
保
存
し
、検
索
機
能
の
確
保
、見

読
可
能
装
置
の
備
え
付
け
と
い
っ
た
要
件
も
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。自
社
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

よ
り
も
、
経
費
精
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
条
件
を
満
た
し

た
も
の
を
活
用
す
る
方
が
効
率
的
で
す
。

◆
債
務
管
理
業
務
の
効
率
化
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

　の
実
現

　
債
務
管
理
業
務
は
、「
業
者
払
い
の
請
求
書
対
応
」

と「
従
業
員
の
立
替
経
費
精
算
の
領
収
書
対
応
」が
中

心
で
す
。請
求
書
や
領
収
書
を
紙
で
受
領
し
た
場
合

に
は
、
申
請
者
は
ス
キ
ャ
ン
し
て
経
費
精
算
シ
ス
テ

ム
か
ら
デ
ー
タ
で
申
請
す
れ
ば
、
作
業
負
担
が
少
な

く
な
り
ま
す
。経
理
は
債
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
申
請
デ
ー
タ
を
基
に
未
払
い
金
管
理
や
支
払
い

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
業
務
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

さ
ら
に
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
実
現
し
ま
す
。



通信

展示風景（第１会場、美術工芸部門展示室）

展示風景（第２会場、歴史部門展示室）

　
2
0
2
2
年
11
月
15
日（
火
）か
ら
博
物
館

常
設
展
示
室
内
の
美
術
工
芸
と
歴
史
の
部
門

展
示
室
で
、琉
球
王
国
の
外
交
文
書
集
で
あ

る『
歴
代
宝
案
』を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
展
示

が
始
ま
り
ま
し
た
。本
展
は
沖
縄
県
教
育
委

員
会
が
主
催
し
、当
館
は
共
催
と
し
て
共
同

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
は
1
9
8
9
年
か
ら『
歴

代
宝
案
』の
編
集・刊
行
事
業
を
行
い
、
33
年

を
経
た
今
年
３
月
に
校
訂
本・訳
注
本
全
30
冊

が
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
、大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
県
教
育
委
員
会
で

は
、特
別
展
示
だ
け
で
な
く
、連
続
講
座
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　『
歴
代
宝
案
』に
は
、琉
球
王
国
が

1
4
2
4
年
〜
1
8
6
7
年
の
4
4
4
年
間

に
わ
た
っ
て
中
国
や
朝
鮮
、東
南
ア
ジ
ア
諸

国
と
や
り
と
り
し
た
外
交
文
書
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。『
歴
代
宝
案
』は
、1
6
9
7
年
に

久
米
村
の
蔡
鐸
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、首

里
城
と
久
米
村
に
各
１
部
ず
つ
保
管
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
処
分

後
、首
里
城
保
管
本
は
公
文
書
接
収
に
と
も

な
い
東
京
へ
移
さ
れ
、関
東
大
震
災
で
失
わ

れ
ま
し
た
。一
方
、久
米
村
保
管
本
は
、久
米

村
の
旧
家
の
間
で
秘
密
裏
に
保
管
さ
れ
た
あ

と
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、1
9
3
3
年
に

県
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。た
だ
、こ
の
史
料
も
沖
縄
戦
で
焼
失

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、公
開
さ
れ
て

い
た
間
に
、様
々
な
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
写

真
撮
影
や
筆
写
等
に
よ
る
写
本
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。原
本
が
失
わ
れ
た
現
在
、こ
れ
ら
は

『
歴
代
宝
案
』の
内
容
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
示
は
、大
き
く
２
つ
の

テ
ー
マ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
、

15
〜
19
世
紀
に
わ
た
る『
歴
代
宝
案
』の
内
容

と
と
も
に
、東
ア
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
で
交
易

の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
琉
球
の
世
界
を
、記

録
と
モ
ノ
資
料
と
で
あ
わ
せ
て
展
示
し
て
い

る
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、原
本
が
失
わ
れ
た

『
歴
代
宝
案
』の
写
真
・
写
本
を
一
堂
に
展
示

し
、そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
33
年
の
歳
月
を
か

け
て
復
元
し
た
県
教
育
委
員
会
の
事
業
を

紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
す
。見
ど
こ
ろ
は
、

県
教
育
委
員
会
が
公
開
し
て
い
る
琉
球
王
国

交
流
史
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す（
下
記
Q
R
コ
ー
ド
）。

　
本
展
は
、当
館
の
博
物
館
常
設
展
示
室
で

紹
介
し
て
い
る
琉
球
王
国
時
代
の
海
外
交
易

を
よ
り
詳
し
く
知
る
機
会
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。展
示
期
間
中
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　 （
主
任
学
芸
員 

崎
原 

恭
子
）

開催期間：2022年11月15日（火）～2023年2月12日（日）

特別展示特別展示

タウン
ラビリンス

ある

開催期間　2022年11月15日（火）～2023年2月12日（日）

博物館常設展示室　美術工芸・歴史部門展示室
沖縄県立博物館・美術館 

沖縄県教育委員会　　　　　　沖縄県立博物館・美術館

特別展示

開催場所

主　催

関連催事

共　催

・エントランス展示 2022年11月22日（火）～12月11日（日）
・シンポジウム　　 2022年12月３日（土）※事前申込制
問合先：沖縄県教育庁文化財課史料編集班
ＴＥＬ：098-888-3939　ＦＡＸ：098-888-3944

・展示解説会　①2022年12月25日（日）14:00～15:00
　　　　　　   ②2023年 １月22日（日）14:00～15:00
　※各回定員15名、当日受付（13:30より総合受付前にて受付開始）

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

明
日
に
か
け
る
橋

流
罪
の
偉
人

　
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
は「
一
切
の
書
物
を

焼
失
し
て
も
歎
異
抄
が
残
れ
ば
我
慢
で
き
る…

」と
言
っ
た
。

そ
の『
歎
異
抄
』が
１
０
０
分
で
名
著
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も

あ
っ
た
。

　
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
浄
土
真
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
は
、

法
然
の
教
え
を
継
承
し
て
、多
く
の
弟
子
に
広
め
、そ
の
う
ち

の
唯
円
が
書
き
残
し
た
。親
鸞
の
有
名
な
文
言
の
１
つ
に「
善

人
な
ほ
も
て
往
生
を
と
ぐ
、い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」既
に
読
ん

で
い
た
が
難
解
で
あ
っ
た
。

　
琉
球
国
で
は
尚
泰
王
、尚
真
王
の
時
代
に
仏
教
の
隆
盛
を
迎

え
た
が
、そ
の
後
薩
摩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
琉
球
の
ほ
ぼ
近
世

は
、薩
摩
同
様
浄
土
真
宗（
一
向
宗
）の
信
仰
が
禁
制
と
な
り
制

約
さ
れ
て
い
た
。島
津
本
家
と
伊
集
院
家
と
の
内
乱「
庄
内
の

乱
」で
伊
集
院
が
謀
殺
さ
れ
、島
津
家
は
浄
土
真
宗
禁
止
令
を

発
布
し
た
と
伝
わ
る
。

　
琉
球
国
の
官
職
に
あ
っ
た
那
覇
人
の
仲
尾
次
政
隆（
１
８
１

０
年
〜
７
１
年
）は
少
年
期
の
頃
か
ら
学
問
に
勤
し
ん
で
い

た
。特
に
糸
洲
親
雲
上
賀
郁
の
下
で
和
学
や
日
本
の
作
法
を
学

ん
だ
。謠
、日
本
語
、挿
花
な
ど
多
彩
だ
。

　
大
和
横
目（
在
番
奉
行
と
の
諸
接
渉
な
ど
）を
勤
め
た
後
、41

歳
に
今
帰
仁
の
中
城
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
敬
虔
な
真
宗
の
門
徒
で
あ
っ
た
仲
尾
次
は
、御
物
城
役
の
候

補
に
な
っ
た
時
に
、密
告
に
よ
り
真
宗
門
徒
と
し
て
の
布
教
活

動
を
理
由
に
留
置
さ
れ
た
。布
教
の
故
を
以
て
中
心
人
物
と
さ

れ
、終
身
の
流
刑
と
な
り
、一
年
後
に
八
重
山
へ
無
期
徒
刑
を

処
せ
ら
れ
た
。１
８
５
３
年
の「
法
難
事
件
」で
あ
る
。親
鸞
の

宗
教
観
を
胸
に
、天
を
怨
ま
ず
、人
を
咎
め
ず
、民
の
教
化
に
力

を
注
い
だ
。石
垣
島
の
配
流
地
、真
栄
里
村
で
流
罪
人
と
し
て

の
生
活
が
始
ま
る
。生
活
の
基
盤
も
あ
り
、罪
人
と
し
て
は
、破

格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。宮
良
、平
得
、真
栄
里
の
行
事
に
積
極
的

に
協
力
、綱
引
き
や
種
子
取
行
事
に
も
参
加
し
て
い
る
。さ

ら
に
所
有
す
る
仲
尾
次
船
を
有
効
活
用
、村
人
の
力
に
な
り

補
助
を
続
け
た
。於
茂
登
岳
の
中
腹
を
源
流
と
す
る
島
最
大

の
流
域
面
積
の
宮
良
川
は
島
の
南
部
を
東
西
に
分
断
し
て

北
に
伸
び
る
。

　
そ
の
宮
良
川
に
１
６
５
８
年
、最
初
に
掛
橋
を
し
た
元
地
頭

職
の
宮
良
長
重
。そ
の
後
、大
津
波
が
あ
り
、90
年
間
も
再
建
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
仲
尾
次
は
王
府
へ
の
架
橋
願
い
を
し
、若
い
頃
に
学
ん
だ

「
掛
橋
の
法
」を
駆
使
、私
財
を
投
じ
て
架
橋
工
事
を
成
し
遂

げ
た
。

　『
浄
土
眞
宗
沖
縄
開
教
前
史
』の
な
か
で
仲
尾
次
政
隆
を
詳

し
く
書
い
た
伊
波
普
猷
は
、実
際
に
現
地
に
赴
い
て
橋
を
渡

り
、深
い
思
い
を
寄
せ
て
い
る
。『
仲
尾
次
政
隆
の
配
流
日
記
』

島
尻
勝
太
郎
著
も
あ
る
。一
流
罪
人
の
力
に
よ
っ
て
架
橋
が
達

成
さ
れ
た
の
は
史
上
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
　
　
千
早
振
神
の
恵
ミ
の
深
き
よ
り
／
か
け
て
頼
母
し
矼

　
　
　
の
行
末    

　      

末
遠
く
矼
を
ま
も
ら
せ
河
の
神
／

　
　
　
こ
の
河
水
の
か
よ
ふ
限
り
は

　
　
　
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

仲
尾
次
政
隆

　
豊
か
な
教
養
と
深
い
思
い
や
り
に
、村
人
た
ち
は
畏
敬
の
念

を
抱
い
た
。特
筆
す
べ
き
は「
宮
良
矼
架
橋
」の
陣
頭
指
揮
を
執

り
完
成
さ
せ
た
こ
と
。八
重
山
の
歌
人
は
仲
尾
次
口
説
を
作
っ

て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。ち
な
み
に
宮
良
橋
は
明
治
橋
と
ほ
ぼ
同

じ
１
３
５
ｍ
で
あ
っ
た
。

　
１
８
６
３
年
に
は
官
民
の
連
署
で
政
隆
の
赦
免
の
請
願
書

を
御
物
奉
行
所
に
提
出
。流
刑
は
10
年
に
軽
減
さ
れ
、帰
還
を

果
た
し
、11
年
ぶ
り
に
那
覇
の
港
に
着
い
た
。

　
そ
の
間
に
詠
ん
だ
琉
歌
や
和
歌
は
５
０
０
首
以
上
に
及
ぶ
。

親
雲
上
と
な
っ
て
62
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
過
日
、仲
尾
次
政
隆
翁
の「
配
流
日
誌
」と「
配
流
日
記
」の
原

本
を
見
た
方
を
経
て
、そ
の
写
し
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　「
宮
良
川
往
来
の
ひ
と
の
舟
よ
は
ひ
／
闇
は
め
つ
ら
し
見
れ

は
か
な
し
む…

」一
人
で
舟
を
漕
ぎ
川
を
往
還
し
つ
つ
、掛
橋

の
構
想
を
す
る
仲
尾
次
政
隆
の
姿
が
月
夜
に
浮
か
ぶ
。

れき　　 だい       ほう         あん

こ
う
て
い
ぼ
ん
や
く
ち
ゅ
う
ぼ
ん

さ
い
た
く

よ
う
し
ょ
う

き
ゅ
う
か
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通信

展示風景（第１会場、美術工芸部門展示室）

展示風景（第２会場、歴史部門展示室）

　
2
0
2
2
年
11
月
15
日（
火
）か
ら
博
物
館

常
設
展
示
室
内
の
美
術
工
芸
と
歴
史
の
部
門

展
示
室
で
、琉
球
王
国
の
外
交
文
書
集
で
あ

る『
歴
代
宝
案
』を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
展
示

が
始
ま
り
ま
し
た
。本
展
は
沖
縄
県
教
育
委

員
会
が
主
催
し
、当
館
は
共
催
と
し
て
共
同

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
は
1
9
8
9
年
か
ら『
歴

代
宝
案
』の
編
集・刊
行
事
業
を
行
い
、
33
年

を
経
た
今
年
３
月
に
校
訂
本・訳
注
本
全
30
冊

が
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
、大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
県
教
育
委
員
会
で

は
、特
別
展
示
だ
け
で
な
く
、連
続
講
座
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　『
歴
代
宝
案
』に
は
、琉
球
王
国
が

1
4
2
4
年
〜
1
8
6
7
年
の
4
4
4
年
間

に
わ
た
っ
て
中
国
や
朝
鮮
、東
南
ア
ジ
ア
諸

国
と
や
り
と
り
し
た
外
交
文
書
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。『
歴
代
宝
案
』は
、1
6
9
7
年
に

久
米
村
の
蔡
鐸
ら
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、首

里
城
と
久
米
村
に
各
１
部
ず
つ
保
管
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
処
分

後
、首
里
城
保
管
本
は
公
文
書
接
収
に
と
も

な
い
東
京
へ
移
さ
れ
、関
東
大
震
災
で
失
わ

れ
ま
し
た
。一
方
、久
米
村
保
管
本
は
、久
米

村
の
旧
家
の
間
で
秘
密
裏
に
保
管
さ
れ
た
あ

と
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、1
9
3
3
年
に

県
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
て
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。た
だ
、こ
の
史
料
も
沖
縄
戦
で
焼
失

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、公
開
さ
れ
て

い
た
間
に
、様
々
な
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
写

真
撮
影
や
筆
写
等
に
よ
る
写
本
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。原
本
が
失
わ
れ
た
現
在
、こ
れ
ら
は

『
歴
代
宝
案
』の
内
容
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
示
は
、大
き
く
２
つ
の

テ
ー
マ
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
、

15
〜
19
世
紀
に
わ
た
る『
歴
代
宝
案
』の
内
容

と
と
も
に
、東
ア
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
で
交
易

の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
琉
球
の
世
界
を
、記

録
と
モ
ノ
資
料
と
で
あ
わ
せ
て
展
示
し
て
い

る
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、原
本
が
失
わ
れ
た

『
歴
代
宝
案
』の
写
真
・
写
本
を
一
堂
に
展
示

し
、そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
33
年
の
歳
月
を
か

け
て
復
元
し
た
県
教
育
委
員
会
の
事
業
を

紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
す
。見
ど
こ
ろ
は
、

県
教
育
委
員
会
が
公
開
し
て
い
る
琉
球
王
国

交
流
史
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す（
下
記
Q
R
コ
ー
ド
）。

　
本
展
は
、当
館
の
博
物
館
常
設
展
示
室
で

紹
介
し
て
い
る
琉
球
王
国
時
代
の
海
外
交
易

を
よ
り
詳
し
く
知
る
機
会
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。展
示
期
間
中
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　 （
主
任
学
芸
員 
崎
原 

恭
子
）

開催期間：2022年11月15日（火）～2023年2月12日（日）

特別展示特別展示

タウン
ラビリンス

ある

開催期間　2022年11月15日（火）～2023年2月12日（日）

博物館常設展示室　美術工芸・歴史部門展示室
沖縄県立博物館・美術館 

沖縄県教育委員会　　　　　　沖縄県立博物館・美術館

特別展示

開催場所

主　催

関連催事

共　催

・エントランス展示 2022年11月22日（火）～12月11日（日）
・シンポジウム　　 2022年12月３日（土）※事前申込制
問合先：沖縄県教育庁文化財課史料編集班
ＴＥＬ：098-888-3939　ＦＡＸ：098-888-3944

・展示解説会　①2022年12月25日（日）14:00～15:00
　　　　　　   ②2023年 １月22日（日）14:00～15:00
　※各回定員15名、当日受付（13:30より総合受付前にて受付開始）

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

明
日
に
か
け
る
橋

流
罪
の
偉
人

　
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
西
田
幾
多
郎
は「
一
切
の
書
物
を

焼
失
し
て
も
歎
異
抄
が
残
れ
ば
我
慢
で
き
る…

」と
言
っ
た
。

そ
の『
歎
異
抄
』が
１
０
０
分
で
名
著
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も

あ
っ
た
。

　
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
浄
土
真
宗
の
宗
祖
と
さ
れ
る
親
鸞
は
、

法
然
の
教
え
を
継
承
し
て
、多
く
の
弟
子
に
広
め
、そ
の
う
ち

の
唯
円
が
書
き
残
し
た
。親
鸞
の
有
名
な
文
言
の
１
つ
に「
善

人
な
ほ
も
て
往
生
を
と
ぐ
、い
わ
ん
や
悪
人
を
や
」既
に
読
ん

で
い
た
が
難
解
で
あ
っ
た
。

　
琉
球
国
で
は
尚
泰
王
、尚
真
王
の
時
代
に
仏
教
の
隆
盛
を
迎

え
た
が
、そ
の
後
薩
摩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
琉
球
の
ほ
ぼ
近
世

は
、薩
摩
同
様
浄
土
真
宗（
一
向
宗
）の
信
仰
が
禁
制
と
な
り
制

約
さ
れ
て
い
た
。島
津
本
家
と
伊
集
院
家
と
の
内
乱「
庄
内
の

乱
」で
伊
集
院
が
謀
殺
さ
れ
、島
津
家
は
浄
土
真
宗
禁
止
令
を

発
布
し
た
と
伝
わ
る
。

　
琉
球
国
の
官
職
に
あ
っ
た
那
覇
人
の
仲
尾
次
政
隆（
１
８
１

０
年
〜
７
１
年
）は
少
年
期
の
頃
か
ら
学
問
に
勤
し
ん
で
い

た
。特
に
糸
洲
親
雲
上
賀
郁
の
下
で
和
学
や
日
本
の
作
法
を
学

ん
だ
。謠
、日
本
語
、挿
花
な
ど
多
彩
だ
。

　
大
和
横
目（
在
番
奉
行
と
の
諸
接
渉
な
ど
）を
勤
め
た
後
、41

歳
に
今
帰
仁
の
中
城
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
敬
虔
な
真
宗
の
門
徒
で
あ
っ
た
仲
尾
次
は
、御
物
城
役
の
候

補
に
な
っ
た
時
に
、密
告
に
よ
り
真
宗
門
徒
と
し
て
の
布
教
活

動
を
理
由
に
留
置
さ
れ
た
。布
教
の
故
を
以
て
中
心
人
物
と
さ

れ
、終
身
の
流
刑
と
な
り
、一
年
後
に
八
重
山
へ
無
期
徒
刑
を

処
せ
ら
れ
た
。１
８
５
３
年
の「
法
難
事
件
」で
あ
る
。親
鸞
の

宗
教
観
を
胸
に
、天
を
怨
ま
ず
、人
を
咎
め
ず
、民
の
教
化
に
力

を
注
い
だ
。石
垣
島
の
配
流
地
、真
栄
里
村
で
流
罪
人
と
し
て

の
生
活
が
始
ま
る
。生
活
の
基
盤
も
あ
り
、罪
人
と
し
て
は
、破

格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。宮
良
、平
得
、真
栄
里
の
行
事
に
積
極
的

に
協
力
、綱
引
き
や
種
子
取
行
事
に
も
参
加
し
て
い
る
。さ

ら
に
所
有
す
る
仲
尾
次
船
を
有
効
活
用
、村
人
の
力
に
な
り

補
助
を
続
け
た
。於
茂
登
岳
の
中
腹
を
源
流
と
す
る
島
最
大

の
流
域
面
積
の
宮
良
川
は
島
の
南
部
を
東
西
に
分
断
し
て

北
に
伸
び
る
。

　
そ
の
宮
良
川
に
１
６
５
８
年
、最
初
に
掛
橋
を
し
た
元
地
頭

職
の
宮
良
長
重
。そ
の
後
、大
津
波
が
あ
り
、90
年
間
も
再
建
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
仲
尾
次
は
王
府
へ
の
架
橋
願
い
を
し
、若
い
頃
に
学
ん
だ

「
掛
橋
の
法
」を
駆
使
、私
財
を
投
じ
て
架
橋
工
事
を
成
し
遂

げ
た
。

　『
浄
土
眞
宗
沖
縄
開
教
前
史
』の
な
か
で
仲
尾
次
政
隆
を
詳

し
く
書
い
た
伊
波
普
猷
は
、実
際
に
現
地
に
赴
い
て
橋
を
渡

り
、深
い
思
い
を
寄
せ
て
い
る
。『
仲
尾
次
政
隆
の
配
流
日
記
』

島
尻
勝
太
郎
著
も
あ
る
。一
流
罪
人
の
力
に
よ
っ
て
架
橋
が
達

成
さ
れ
た
の
は
史
上
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
　
　
千
早
振
神
の
恵
ミ
の
深
き
よ
り
／
か
け
て
頼
母
し
矼

　
　
　
の
行
末    

　      

末
遠
く
矼
を
ま
も
ら
せ
河
の
神
／

　
　
　
こ
の
河
水
の
か
よ
ふ
限
り
は

　
　
　
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

仲
尾
次
政
隆

　
豊
か
な
教
養
と
深
い
思
い
や
り
に
、村
人
た
ち
は
畏
敬
の
念

を
抱
い
た
。特
筆
す
べ
き
は「
宮
良
矼
架
橋
」の
陣
頭
指
揮
を
執

り
完
成
さ
せ
た
こ
と
。八
重
山
の
歌
人
は
仲
尾
次
口
説
を
作
っ

て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。ち
な
み
に
宮
良
橋
は
明
治
橋
と
ほ
ぼ
同

じ
１
３
５
ｍ
で
あ
っ
た
。

　
１
８
６
３
年
に
は
官
民
の
連
署
で
政
隆
の
赦
免
の
請
願
書

を
御
物
奉
行
所
に
提
出
。流
刑
は
10
年
に
軽
減
さ
れ
、帰
還
を

果
た
し
、11
年
ぶ
り
に
那
覇
の
港
に
着
い
た
。

　
そ
の
間
に
詠
ん
だ
琉
歌
や
和
歌
は
５
０
０
首
以
上
に
及
ぶ
。

親
雲
上
と
な
っ
て
62
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
過
日
、仲
尾
次
政
隆
翁
の「
配
流
日
誌
」と「
配
流
日
記
」の
原

本
を
見
た
方
を
経
て
、そ
の
写
し
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

　「
宮
良
川
往
来
の
ひ
と
の
舟
よ
は
ひ
／
闇
は
め
つ
ら
し
見
れ

は
か
な
し
む…

」一
人
で
舟
を
漕
ぎ
川
を
往
還
し
つ
つ
、掛
橋

の
構
想
を
す
る
仲
尾
次
政
隆
の
姿
が
月
夜
に
浮
か
ぶ
。

れき　　 だい       ほう         あん

こ
う
て
い
ぼ
ん
や
く
ち
ゅ
う
ぼ
ん

さ
い
た
く

よ
う
し
ょ
う

き
ゅ
う
か
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沖縄振興税制の延長 並びに沖縄
自動車道の特別割引制度の継続を要請

香港特別行政区設立25周年記念
香港昼食講演会2022を開催！

特集.1

特集.2

お申し込みはこちらから


